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TOPIC
日本語版

●「2018年台湾エクセレント商品及びパテント商品商談会」がスタート 2面
●一般社団法人「日台ロータリー親善会議」が発足   2面
●第5回東亜城市足球大会2018in Taiwan が開催       2面
●台湾観光協会が世界最大級の旅イベントに出展～「MEET COLORS TAIWAN」   2面

中国語版

●世界華人工商婦女企管協會關西分會一周年 姊妹積極貢獻僑務   3面
● 蔡 英 文： 持 續 與 日 本 合 作 創 造 雙 贏              4面
●宮古島市長下地敏彥拜會台南市　建立友好交流契機     5面
●日本台灣不動產協會講座　宿泊業投資及買賣登記   8面
●中華田協與健銀集團合作成立東京辦事處備戰奧運   11面

TOPIC

日本語版

●台湾の国会議員団が日華懇と面会                             2面
●ラン展に延べ35万人超 海外からの受注額過去20年で最高  3面
●日本国際漫画賞で最優秀賞の簡さん　「台湾の漫画発展望む」  4面

中国語版

●東京食品展登場台灣館再創紀錄集結13縣市178家廠商        7面
●僑委會春訪團東京公演　當代樂坊精彩演出獲滿堂彩        8面
●日總第12屆總會長改選　東郷清龍接棒盼帶動商會成長  9面
●日總返國致敬團晉見副總統賴清德　獲勉勵台日合作共創雙贏  10面
●日總訪團拜會台北市政府　蔣萬安盼借助台商力量招商行銷台北   11面

頼清徳副総統
日 総 の 帰 国 訪 問 団 の 表 敬 訪 問 受 ける

　頼清徳副総統は3月11日、台湾総統府で日
本から帰国した日本台湾商会聯合総会（錢妙玲
総会長＝日総）一行による表敬訪問を受けた。
頼副総統は、総統の代理として一行と会談でき
る事を喜び日総のメンバーが長く台湾に対して有
銭出銭、有力出力（資金がある者は資金を、力
がある者は力を出すこと）の取り組みを実行して
いる事に感謝の意を表した。また、数十年間に
わたり日本で活動し、事業の成功後も故郷のこ
とも忘れずに関心を寄せていることに「非常に感
動している」との意を表した。また「台湾と日本の
関係は非常に深く、さまざまな自然災害に遭遇
するたびに助け合ってきた。いわば『患難見真情

（まさかの時の友こそ真の友）』である。台湾と
日本は経済・貿易方面でも緊密な関係にある。
世界がスマート化を迎えるこの時代、台湾と日
本がウィン・ウィンの関係を構築することで、世

界経済の繁栄に貢献ができると信じている」と述
べた。
　頼副総統はさらに、台湾と日本は民主国家で
あり、いずれも民主主義、自由、人権等の価値
を共有していると強調。両国はいずれも「第一
列島線」という重要な戦略的位置にある民主主
義の共同体であり、今後双方が協力することで、
台日関係をさらに深化させ、地域の平和と安定
に貢献していきたいと期待を寄せた。
　錢妙玲総会長は、日総の理事・監事一同を
代表して副総統の賴氏が中華民国第16代総統
に選出された事を祝福した。頼氏が医師であり、
副総統として初めて総統に選出された事に敬意
を表し「私たち海外の台湾企業家は、常に台湾
を心配しています。海外にいるため、台湾の情
報を把握する機会は少ない。この理由から、訪
問団を結成して台湾の各組織を実際に訪問する

事にしました。台湾の現況や将来の政策方針を
把握し、理解した上で在外公館と共に政府を支
援したい」と述べた。
　また「今日は特別な日。13年前の今日、東日
本大地震が発生しました。当時賴氏は台南市長
で、震災被災地の人々への支援を惜しみません
でした。今年の元日に発生した能登地方の震災
では、蔡総統とともに即座に懸念を表され、多
くの日本人が感謝の念を抱きました」と語った。
　錢総会長は続けて、2021年3月以降、中国
が検疫を理由に台湾のパイナップル輸入を一時
停止した際に「日本政府は台湾を全面的に支援
し、コロナ禍では台湾向けにワクチンの提供も同
年に実施しました。台日両国の支援活動は数え
切れないほどあり、台日関係は世界で最も友好
的な関係の典型です」と述べた。さらに去年8月、
中国が福島第一原子力発電所の処理水を海に
放出することを理由に日本水産製品の輸入を全
面的に禁止した事について「日総は今回、北海
道産の干貝を特別に用意し、副総統に贈呈して

日本水産業への支援を決意しました」と説明した
　能登地方の地震に対しては「日総も人々の困
難に同情し、1000万円以上の寄付を集めて石
川県に寄付し、台湾からの温かさを被災者に感
じてもらえれば」とも。今後も、政府の外交およ
び経済交流の推進に尽力するとともに、「台日友
好の橋渡しとして台日関係をより密接に発展させ
たい」と締めくくった。
　日本台湾商会聯合総会は、日本各地にある台
湾商会（日本で起業した台湾人ビジネスマン、日
本法人を持つ台湾企業などによる商工会議所に
相当する組織）を総括する組織。

　蔡英文総統は3月14日、台北市内で開か
れた第51回東亜経済人会議の開会式に出席
し、台湾は国力や経済の強靭性強化に努力
してきたとした上で、日本などの国と肩を並べ、
より安全で強靭なサプライチェーン（供給網）
を構築する準備ができていると語った。世界
の繁栄と発展に貢献するため、環太平洋経
済連携協定（TPP）への早期加入についても
期待を寄せた。
　同会議は民間企業で構成される経済交流
団体の中華民国東亜経済協会と東亜経済人
会議日本委員会などが主催した。日本の対台
湾窓口機関、日本台湾交流協会台北事務所
の片山和之代表ら台日双方から約140人が
参加した。
　蔡氏は2015年の第43回会議の際、台日
産業間の相互補完の強みを通じて、協力関
係を深化させたいと交流促進への意欲を示
していたことに言及。2023年は台日双方の
貿易額が750億米ドル（約11兆円）を突破
し、相互投資額も累計386億米ドル（約5兆
7千億円）に達したと良好な関係を強調した。
その上で台日は半導体サプライチェーンでの

協力だけでなく、人工知能（AI）やデジタ
ルトランスフォーメーション（DX）、脱炭素
に向けたグリーントランスフォーメーション

（GX）などの分野における先端技術の研
究開発強化や高度な活用を図り、互いの
国際競争力を向上させたいと語った。
　また、台湾と日本は民主主義や自由の価
値を分かち合うパートナーだけでなく、互
いに助け合う隣人だとし、民間交流も盛ん
で、相互に訪問する旅行客も多いとし、グ
ルメや文化の交流、経済面での協力を通じ、
台日間の友好関係はより強固になると主張。
今後のさらなる関係発展に期待を寄せた。

蔡英文総統の挨拶（写真提供：総統府） 日本、台湾、パラオ共和国交流会（写真提供：立法院） 台湾訪問団の記念撮影（写真提供：立法院）江啓臣副院長（写真提供：立法院）

蔡英文総統は第51回東亜経済人会議の開会式に出席した（写真提供：総統府）

アジア・太平洋国会議員連合第52回総会（写真提供：立法院）

表敬訪問の様子（写真提供：総統府） 錢妙玲総会長（中）と頼清徳副総統（右）（写真提供：中央社）

頼副総統の挨拶（写真提供：中央社）

記念撮影（写真提供：総統府）

蔡総統「強靭な供給網構築の準備できている」
TPP 早期加入にも期待

　台湾立法院の江啓臣副院長率いる与野党
の立法委員一行は3月12日、衆議院議員会
館の国際会議場で開催されたアジア・太平
洋国会議員連合 (APPU) 第52回総会に出
席した。議長国の日本をはじめ、パラオ共和
国、タイ、キリバス、マーシャル諸島、ナウル、
フィリピン、グアム、パプアニューギニア、マレー
シアなど11か国の代表が参加した。総会の
冒頭、第51回総会の総会議長による開会宣
言が行われ、その後、日本の山口俊一衆議
院議員が第52回総会の総会議長に推挙さ
れ、拍手で承認された。山口議長は、2025
年の APPU 総会が台湾で、2026年はパプ
アニューギニアで開催されることを発表した。
　山口議長が各国の代表を歓迎したのち、

　読者の皆さまをはじめ、関係各位におか
れましては日頃よりご愛顧いただきましてあ
りがとうございます。感謝申し上げます。
　本紙は令和6年4月より月刊紙から季刊
紙に発行形態を変更します。活字媒体とし
ての役割を継続させると共にネット配信に
ウエイトを高めます。主に報道の速報性に
動画配信を強化させ、台湾華語と日本語
により即時配信します。
　このほか、日本と台湾の交流促進に向け
た各種のイベントの実施や経済面、観光
面、文化面、そしてエンタメなどの活動も
強化します。同時に SDGｓに向けた新た
な取り組みも実施します。古きを残しなが
らも刻 と々変化する現代の情報発信のあり
方に向けて取り組む所存にございます。
　今後も本紙をはじめ台湾新聞社をどうぞ
ご愛顧いただきますようお願い申し上げます。

岸田文雄首相からビデオメッセージが上映さ
れた。その後、参加者全員による記念撮影
が行われ、各国を代表して出席したメンバー
らが自己紹介した。台湾は江副院長より訪問
団のメンバー14人が紹介され、各国から提
出された決議草案について議論が交わされ
た。
　決議草案に関する議論では、江副院長、
王定宇立法委員、洪申翰立法委員、柯志恩
立法委員がそれぞれ、台湾が提出した決議
草案第3案「台湾の UNFCCC（気候変動に
関する国際連合枠組条約）参加を支持するよ
うAPPU 参加国に呼びかける」について説明
を加え、各国の代表に対して支持を求めた。
　総会では9項目の決議草案について議論さ

立 法 院 の 江 副 院 長
アジア・太平洋国会議員連合第52回総会に出席

れ、北マリアナ諸島から提出された草案第１
項が削除されたほか、残る8項目を各国の代
表らが意見を交わし、議論を重ねた結果、出
席者全員の拍手により承認の意思が表明され
て可決された。台湾が提出したUNFCCC（気
候変動に関する国際連合枠組条約）への参
加支持を求めることを含む3項目の決議草案
はいずれも可決された。
　その後の第2セッションでは、まず各国の
代表から「ナショナル・レポート」が発表され
た。発表は台湾から行われ、柯志恩立法委
員が台湾を代表して報告した。その後、各国
の代表も「ナショナル・レポート」を発表。な
かでも日本、パラオ共和国、マーシャル諸島、
グアムなどが台湾の近年の国際協力の取り組
みに言及した事に謝意を示し「台湾と様々な
分野で交流や協力を深めていきたい」と各国
から期待が寄せられた。セッションは約2時
間で終了した。
　なお、総会の閉会式は3月13日、東京で
開催された。2025年は台湾で理事会及び総
会が行われる予定で、台湾から与野党の立
法委員らを率いて出席した江啓臣立法院副
院長が総会の出席者に参加を呼び掛けた。

お知らせ
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　昭和天皇が皇太子時代の1923（大正
12）年に行った台湾行啓（ぎょうけい）
の際に植樹した桜から株分けされた苗木が
3月4日、静岡県森町の小国神社と山梨県
富士吉田市の北口本宮冨士浅間神社に植え

　日本を訪問した台湾与野党の立法委員
11人は3月13日、日本の超党派議員連盟
「日華議員懇談会」（日華懇）のメンバー
と東京都内で面会した。日華懇の古屋圭司
会長は台湾で政権与党と議会第1党が異な
る「ねじれ現象」が起きていると指摘し、
与野党の議員が英知を結集させて台湾に

とって良い決断を下すことに期待している
と語った。
　代表団の団長、江啓臣副院長は、2月に
発足した国会の議員による海外訪問外交1
カ国目に日本を選んだとし、新しい国会や
民意が台日関係を重視していることの表れ
だと言及。台日関係に関してはねじれ現象

られた。双方の関連式典に出席した謝長廷
台北駐日経済文化代表処代表は、台日友好
交流のさらなる拡大に期待を寄せた。
　昭和天皇ゆかりの桜は台日の有志でつく
る団体などによって2019年から苗木を日

　台湾台中市（盧秀燕市長）で3月11
日、台中アリーナ（台中巨蛋）の起工
式が行われ、設計を担当した建築家の
隈研吾氏らが出席した。隈氏は「環境
や自然の時代に合わせたデザインを採
用した。完成したら間違いなく世界中
から注目されるだろう」と期待を寄せ
た。2030年の完成を予定している
　同市は人口約285万人で台湾中部最
大の都市だが、現在、大型で専門性の
ある屋内公演会場がない。式典で挨拶
した盧市長は「現在建設が進んでいる
図書館と美術館からなる総合施設や国
際会議・展示場と併せて、台中に欠け
ていた大規模な施設が全てそろい、今
後100年間の発展に対応できるように
なる」と述べた。また「建設地の近く
にある台中インターコンチネンタル野
球場と併せての運用も可能」と説明。
台中の文化や経済、観光の発展をさら
に拡大、促進できると強調した。
　隈氏は同施設について、世界のア
リーナの中で最もユニークで、最も自
然を感じられる建物になるだろうと語
り、式典で隈氏から盧氏に手稿の設計
図が贈られ、両氏と関係者らが「鍬入
れ」（くわいれ）を行った。

　台湾の対日本窓口機関・台湾日本関係
協会と日本の対台湾窓口機関・公益財団
法人日本台湾交流協会は3月14日から16
日まで、台北市内で第10回「台日漁業委
員会」を開催した。同委員会は毎年台北
と東京で交互に開催（持ち回り開催）さ
れており、今年は台湾が主催。
　台湾の代表団は台湾日本関係協会の范
振国秘書長が団長を務め、農業部漁業署
の張致盛署長がメインスピーカーを務め
た。また、海洋委員会海巡署及び関係地
区の漁会も代表が会議に出席した。
　会議は「台日民間漁業取決め」の適用
水域（八重山北方三角水域及び特別協力
水域）における漁船の操業ルールについ
て協議したほか、台湾側は日本側に対
し、双方の排他的経済水域の重なる水域
での操業問題について早期に協議を始め
るよう要求した。結果、双方は2024年の
漁期においては2019年からの操業ルー
ルを継続することで合意、同時に互恵の
協力の精神に基づき、専門家会議を早期
に開催して協議を継続することで一致し
た。

は起こらないだけでなく、さらに高い期待
ができると述べた。
　また、江氏は挨拶の際、著名な書家の張
炳煌さんが「一望千里」と揮毫（きごう）
した作品の画像を見せ、台日関係が前を向
き、さらに遠くを見ることを表していると
説明した。作品は韓国瑜立法院長が張さん
に制作を依頼したもの。古屋氏は韓氏に頼
んで実物を受け取りたいと語った。
　11人はアジア太平洋地域の国会議員で
つくる国際組織「アジア太平洋国会議員連
合」（APPU）の総会と理事会に参加する
ために訪日。訪日に合わせ、日華懇のほ
か、自民党や国民民主党、立憲民主党の各
党代表などとも面会した。

　蔡英文総統は3月19日、中華民国（台
湾）と外交関係を有するアフリカ南部エス
ワティニ（旧スワジランド）のラッセル・
ミソ・ドラミニ首相と台湾総統府で会談
し、同国が台湾の国際参加を長期にわたっ
て支持していることに感謝を示した。
　ドラミニ氏の訪台は昨年11月の首相就
任以来初めて。エスワティニからは、今年
1月31日にポリレ・シャカントゥ外相が訪
台している。
　蔡氏はシャカントゥ氏に続いてドラミニ
氏が訪台したことに触れ、両国の友情はさ
らに深まるだろうと期待を寄せた。また
自身が昨年9月にエスワティニを訪問した
際、女性の起業支援基金の覚書や同国での
石油タンク建設への投資などに関する協力
文書の調印に立ち会ったことに触れ、エス
ワティニの発展に向けた手助けをしている
と述べた。その上で台湾とエスワティニは
今後、既存の基礎の上でさらなる協力や交

本で植樹する「里帰り」の取り組みが行わ
れている。
　小国神社の打田文博宮司は、森町が明治
時代に台湾製糖を設立した鈴木藤三郎や台
湾の茶業発展に尽力した台湾製茶試験場の
初代場長、藤江勝太郎の故郷であることに
触れ、台湾とのゆかりが深いと語った。
　謝氏は式典の挨拶で、台湾の桜が歴史あ
る場所に植えられたことに感謝を表した。
フェイスブックでも「過去の歴史の関係を
重視すべきだ」とし、桜を通じた交流の拡
大を望むと語った。
　昭和天皇ゆかりの桜は今年茨城県水戸市
や熊本県などでも植樹される予定。

　台湾と日本は平和かつ理性的な方式で、長
期にわたる漁業問題を解決している。また、
「台日民間漁業取決め」に基づき、毎年1回
「台日漁業委員会」を双方持ち回りで開いて
おり、同委員会は双方にとって操業秩序の
確立と漁業問題への対処を話し合う重要なプ
ラットフォームになっている。

台 湾 の 国 会 議 員 団
日 華 懇と面 会

江立法副院長
「 日 米との 安 保 協 力を追 求していく」

第 10 回台日漁業委員会
今年も従来の操業ルール継続で合意

台中アリーナが起工式
隈研吾氏「世界から注目される」2030年完成予定

エスワティニ 首 相と会 談
台 湾 の 国 際 参 加 支 持 に 感 謝

昭和天皇にゆかり
台 湾 の 桜を静 岡と山 梨 で 植 樹

「台日民間漁業取決め」適用水域の図。（農業部漁業署サイトより）

台中アリーナの起工式（写真提供：中央社）

会談の様子（写真提供：中央社）

台湾の桜が小国神社と冨士浅間神社に植えられた（写真提供：中央社）

植樹式の記念撮影（写真提供：中央社）

麻生太郎副総裁（右）と江啓臣副院長（左）（写真提供：立法院）

玉木雄一郎代表（左）と江啓臣副院長（右）（写真提供：立法院）

古屋圭司会長（左）と江啓臣副院長（右）

台湾の国会議員団が日華懇と面会 （写真提供：中央社）

　同市建設局によると、1万5500人収容のメ
インアリーナは音響に考慮した設計で、残響
時間は2秒以内に抑えられる。音楽イベント
の他、球技などのスポーツ大会での利用も想
定されている。このほか3千～5千人収容のサ
ブアリーナも備えられる。

盧秀燕市長と隈研吾氏（写真提供：中央社）

頼清徳副総統とラッセル・ミソ・ドラミニ首相（写真提供：中央社）

蔡英文総統とラッセル・ミソ・ドラミニ首相（写真提供：中央社）

超党派14人の立法委員がこのほど訪日。議
員団は玉木氏と麻生氏の面会後、台湾・日
本・パラオによる3者協議、APPU理事会に
出席した。
　立法院によると、玉木氏と麻生氏はともに
議員団の訪日を歓迎し、台日友好関係がさら
に高いレベルとなることを期待した。麻生氏
は、日本の若手改革派議員と台湾の各政党と
の交流を深め、密接なパイプラインができれ
ば、台湾有事があった時、効果的な協力関係

　日本を訪問中の立法院の江啓臣副院長は3
月11日、国民民主党の玉木雄一郎代表及び
自民党の麻生太郎副総裁と面会した。江氏
は、今年1月の立法委員改選後、初めて議員
外交を行うのが日本であることについて「日
本や米国など理念の近い国とより積極的に安
全保障分野の協力を追求すれば、地域の安定
がもたらされる」と述べた。
　東京で開催中のアジア太平洋国会議員連合
（APPU）の総会参加のため、江氏をはじめ

をスタートさせられると話した。
　江氏は、台湾海峡の安定は国際的な安全と
繁栄に不可欠な要素だと強調。また新国会発
足後初めての外交の場が日本であることにつ
いて、両国は経済貿易関係だけでなく、自由
や人権、法の支配など核心的価値観が一致し
た安全保障上のパートナーだと話した。
　今回のAPPUのテーマである気候変動と防
災・減災について江氏は、今回の総会を通じ
て、台湾、日本、全ての参加国と大規模災害
の減災・防災での協力が拡大することを期待
しているとした。

流の機会を探り、国同士の関係をより強固
にするとし、世界の発展のために共に努力
するとした。
　ドラミニ氏は、両国は今後も手を取り、
より美しく繁栄した未来を目指していくと
言及。台湾の先見の明や台湾がエスワティ
ニの発展のために提供した技術協力などに
感謝した。
　エスワティニは1968年、英保護領からの
独立とともに中華民国と国交を樹立した。
エスワティニ首相次期総統の頼清徳氏と会談

「台湾への支持は揺るがない」
　エスワティニ（旧スワジランド）のラッ
セル・ミソ・ドラミニ首相は3月20日、次
期総統の頼清徳副総統と台湾総統府で会談
した。頼氏の就任後も同国の台湾に対する
支持は揺るがないと述べ、今回の訪台の目
的は台湾との外交関係に対する約束を改め
て伝えることにあると語った。
　ドラミニ氏は、頼氏が1月の総統選で激

しい戦いの中で勝利したのは「頼氏の政権
運営能力に対する台湾の人々の信頼を反映
している」と称賛。頼氏が総統に就任する
5月20日を元首のムスワティ3世が楽しみ
にしていると紹介し、一意性を有する両国
の外交上の約束は後世のために残されるべ
きだとした。その上で、台湾とエスワティ
ニの外交関係は相互理解や安定、繁栄に根
ざしているとし、関係の今後を楽観視する
姿勢を示した。
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　台湾経済部国際貿易署と中華民国対外貿易発
展協会（TAITRA＝台湾貿易センター）は3月5
日、アジア最大級の食品・飲料見本市「FOODEX 
JAPAN2024　第49回国際食品・飲料展」（3/5
～3/8　東京ビッグサイト）に共同で計画した台
湾パビリオンをオープンさせた。前日4日の記者
会見でタレントのビビアン・スーさんが応援のた
め登場すると、台日のメディアが多数駆けつけ
た。
　記者会見は4日、東京都内のホテルで行われ、
中華民国対外貿易発展協会の黄志芳董事長と国際
貿易署の李冠志副署長が出席した。タレントのビ
ビアン・スーさんがゲストとして台湾パビリオン
をPRしたため、イベント開催期間中には多くの日
本人バイヤーが台湾パビリオンを訪れ、さらに多
数の来場者が台湾の食品を味わっていた。
　中華民国対外貿易発展協会の黄董事長は、台湾

　台湾台南市（黄偉哲市長）政府は3月19日、3
月10日に閉幕した第20回台湾国際ラン展と第23
回世界蘭会議・国際蘭展について、参観者数は延

べ35万人を超え、今後3～5年間に及ぶ海外から
の受注額は115億台湾元（約545億円）となり、
過去20年間で最高となったと明らかにした。

の業者は「FOODEX JAPAN」をとても重視して
おり、今回の台湾パビリオンには13の県・市が参
加するなど、業者たちの日本市場に対する強い期
待が表れていると指摘。台湾パビリオンでは178
社が189のブースを使ってそれぞれの商品を展
示、面積は2,000平方メートル近くで外国のパビ
リオンとしては2番目に大きいと強調した。
　国際貿易署の李副署長は「日本は台湾のよき友
であり、台湾がアジアで経済を発展させるため最
重要のパートナーだ」とした上で、今回豊富な食
品を集めて展示することは台日間における最高の
「食品外交」に等しいと期待した。
　台北駐日経済文化代表処の周学佑副代表、台湾
農業部の范美玲主任秘書（農業部ナンバー5）もス
ピーチ。さらに台湾屏東県の周春米県長、台湾嘉
義県の翁章梁県長、嘉義市の黄敏恵市長がうなぎ
のかば焼き、ドライフルーツ、からすみ、蜂蜜の

　台湾のタロイモの産地として知られる台湾花
蓮県吉安郷の農会は現在、人手不足に苦慮して
いる。解決の糸口を見いだそうと同会が3月13
日、台湾農業部花蓮区農業改良場に問題解決を
求める要望を提出した。これを受けて同改良場
は、同じくタロイモの名産地である台湾台中市
大甲区にある「台中区農改場」を招いて機械操
作の研修会を開いた。人力の代わりとなる苗植
え機を導入する事で、地方特産品の発展を支援
するもの。
　吉安郷一帯は中央山脈の奇萊山から流れる清
らかで良質な水が流れ、豊かな土壌を持つ栽培
に適した土地。農家の熟練した栽培管理技術に
よって、高品質のタロイモを生産している。
　タロイモは単作の農作物で、毎年11月に苗を
植え翌年6月に収穫する。農家の黄さんは「タ
ロイモの植え付け技術は敷居が高い」と話す。
約0.1ヘクタール当たりの生産量は高い技術を
持つ農家の場合、1500〜1800キログラムに達
するが、適切な世話ができず「600〜900キロ
グラムしか収穫できない」という。また、天候
の影響で生産量が明らかに減少するため「農家
は大変」と吐露する。

　台湾経済部の（王美花部長）は3月14日、日
本経済団体連合会（経団連）東亜経済人会議日
本委員会の委員長を務める飯島彰己氏（三井物
産元社長）に「経済専業奨章」を授与した。台
日の経済・貿易促進の功績を称えた。
　「経済専業奨章」は、経済分野で特殊な功績
が認められた台湾人及び外国人に授与するもの
で、経済団体を指導し、台湾政府による経済・
貿易政策の策定・推進や、国際貿易での台湾の
地位向上に協力するなど、卓越した功績があっ
たことを称えるもの。飯島氏は、TSMC進出を
契機とした新生シリコンアイランド九州の形成
を提言するなど、台湾と日本の半導体のサプラ
イチェーン関係の深化に貢献した。
　王美花部長は、台湾積体電路製造（TSMC）
の熊本工場は台湾と日本の半導体サプライ
チェーン連携のために大量のニーズと動力を
創出したと指摘し、九州に半導体産業のクラス
ターを形成するために有識者会議の座長を務め
てきた飯島氏に感謝した。また、飯島氏が物流
全般、専門人材の育成、外国人エンジニアを
取り巻く生活環境などについて政府に提言を
行い、日本の半導体産業の製造やR&D能力を

　水害や地震に苦しめられる一方で、日本の
半導体産業復権という大きい役割を背負う熊
本県が主催する「くまもと産業復興エキス
ポ」が2月28日と29日の２日間、同県益城町
のグランメッセ熊本で開催された。県内外や
台湾の企業など約270社・団体が出展した。
(台湾からは約30社・団体)
　T S M C (台湾積体電路製造)の日本製造
子会社であるJASM(Japan  Advanced 
Semiconductor Manufacturing)熊本第一工
場の開所式が2月24日に行われたこともあっ
て、開催初日の早朝から大勢の来場者が詰め
かけた。
　オープニングセレモニーで蒲島郁夫知事は

　どちらのラン展も2月24日から16日間開催。
黄市長は「62カ国からの出展があった」とし、
「世界に向けて台湾が誇るランのバイオテクノ
ロジーやソフトパワーを示すことができた」と
語った。また来年には「アジア太平洋蘭会議・
国際蘭展」が台湾国際ラン展と同時に開催され
ることに触れ、期待を寄せた。
　台南市政府によると、今年の参観者は昨年よ
り2万7千人増え、会場での売り上げは2500万元
（約1億1900万円）に達したという。また期間
中には台南市の宿泊施設の稼働率は平均で80％
以上、休日には90％になったとした。

ギフトなどそれぞれの県・市の食品を紹介した。
　台湾パビリオンのPRのため、対外貿易発展協会
は様々な関連イベントを計画。開催期間中、毎日数
量限定で台湾スタイルのアフタヌーンティー（水
出しウーロン茶、イカ団子の揚げ物、豆花＝トウ
ファ、ビールなど）を提供するほか、日本で歓迎さ
れている台湾の野菜・フルーツをモチーフにしたマ
スコット（マンゴー、バナナ、枝豆、ドラゴンフ
ルーツ）が定期的に会場内を周回して来場者と交流
し、台湾フルーツの知名度向上を図った。
　台湾農業部の統計によると、2023年における
台湾の主力農産物の輸出額は48.93億米ドル。
そのうち日本向け輸出は7.1億米ドルで、主なも
のは冷凍水産品、枝豆、パイナップル、花き。
日本は台湾の農産物にとって2番目に大きい輸出
相手国で、4番目に大きい輸入相手国であるな
ど、双方には農産物で盛んな貿易の往来がある。
「FOODEX JAPAN」は台湾の業者が日本市場、
アジア市場、世界の食品市場を開拓していくため
の重要なプラットフォームとされており、今年台
湾の食品業者が代表団を組織して海外の見本市に
参加する中でも最大規模の食品見本市だという。

　吉安郷農会の張徳奇総幹事は、作付け面積は約
200ヘクタール近くありながら、農家は人手不足
という大きな問題を抱えていると指摘。花蓮区農
改場によると、タロイモの栽培方式は依然として
水田への植え付けに多くの人力に頼り時間がかか
る上に非効率的であり、農家の高齢化が進んだ今
では、労働力は日増しに減少、地方特有の農業は
困難に直面しているという。
　今回の台中区農改場が研究開発したタロイモ苗
植え機は、トラクターに取り付けて使用する。溝
掘り、苗植え、土を被せるところまで一貫して作
業できる。溝を掘る深さ、苗を植える間隔も調節
でき、従来の方法に近い植え付けが可能。作業効
率は人力と比較して、約23％向上するという。
　花蓮区農改場は、労働力が減少し、農業に従事す
る人が減っている中で「生産技術の転換は必須」と
し、農改場が強力な技術支援を提供し、農会が各地
の農家の機械化を図り、新たな栽培方法を導入すれ
ば、農作業の負担を軽減するだけでなく、タロイモ
栽培の新たな生産モデルができると示した。これに
よりタロイモ栽培の管理プロセスを向上させ、吉安
郷の特産品に新たな活力を注ぎ込み、特産品を持続
的に発展させていくとしている。

向上させてきたばかりか、半導体産業のサプライ
チェーンレジリエンスでの台日連携のために功績
があったことを称えた。
　これに対して飯島氏は、東亜経済人会議は台日
双方の努力により、台湾と日本の揺るぎない友好
と関係作りのために寄与してきたと説明し、同時
に自身の責任の重大さを身に染みて感じると述べ
た。また、台湾と日本はいままさにグローバルな
経済・貿易環境の変化、サプライチェーンの再構
築、産業のスマート化、高付加価値化等の問題
に直面しており、今後も半導体産業で持つ強みで
相互補完の関係を築きながら、デジタル・トラン
スフォーメーションやグリーン・トランスフォー
メーションを推進し、双方の人的往来、観光、文
化交流などを増やして、台日関係の次の50年を
作っていきたいと述べた。（東亜経済人会議は今
年で第51回を迎えた）
　台湾経済部によると、飯島氏は2020年6月に経
団連東亜経済人会議日本委員会の委員長に就任。
当時はコロナ禍で各国が国境を封鎖し、人的往来
やビジネス往来が途絶えていたが、東亜経済人会
議は台日双方の努力によって経済界の交流を推進
してきた。

「エキスポを通して着実に進む災害からの創
造的復興と、熊本の輝かしい未来を体感して
もらいたい」と述べ、熊本工業高校のブラス
バンドが花を添える中、熊本県工業連合会の
田中稔彦会長や台湾・高雄市の羅達生副市長
らとともにテープカットした。
　出展した台湾企業の多くは現時点ではま
だJASMとの取引関係はないが、このエキ
スポを通じて自社の製造技術をアピール。
サプライチェーンの一角に食い込むための
詳しい説明書を用意するなど、日本留学経
験者を前面に出して来場者にPRするとこ
ろも見受けられた。
　出展フロア内のセミナーでは、台湾企業

ラン展に延べ 35 万人超
海外からの受注額過去 20 年で最高

陳行政院長「2050 ネットゼロ」
目標実現のため政府は最強の後ろ盾に

飯島彰己氏に「経済専業奨章」授与
台湾経済部

タロイモ産地吉安郷で苗植え機導入
人手不足解消図る

JASM 開所式を経て
熊本産業復興エキスポを開催

「FOODEX JAPAN」の台湾パビリオン
ビビアン・スーさんが PR

記念撮影（写真提供：花蓮区農改場）

見本市「智慧城市論壇暨展覧（SCSE）（写真提供：行政院）行政院陳建仁院長（写真提供：行政院）

ビビアン・スーさんが応援のため登場する

高雄市の羅副市長のスピーチ

関係者のテープカットと熊本工業高校のブラスバンド

熊本復興エキスポを開催

ビビアン・スーさんと黄志芳董事長

台湾国際ラン展（写真提供：台南市）

記者会見の記念撮影（写真提供：台南市）

記念撮影（写真提供：経済部）

みの成果を展示しているとして、多くの都市が気
候アクションに取り組み、2050年までに「ネット
ゼロ」を実現するという目標に向かって努力して
いることに感謝した。また、2023年の世界平均気
温が記録のある1850年以降で過去最高になり、
過去100年（1901～2000年）の平均気温を1.18
度上回ったことに言及。現在の地球の気温上昇幅
は、パリ協定で示された「1.5度目標（世界の平
均気温の上昇を1.5度に抑える努力をするという
目標）」に限りなく近づいており「つまり全世界
が急速かつ積極的に脱炭素や気候変動適応策を打
ち出さなければ地球のサステナブルな未来を守る
ことはできない」と訴えた。

　スマートシティをテーマにした見本市「智慧城市
論壇暨展覧（SCSE）」の台北会場（南港第2展示
ホール）が3月19日から22日まで、高雄会場（高雄
展示ホール）が3月21日から23日まで開催された。
　台北会場では国家発展委員会、台北市電脳公会、
台湾智慧城市産業聯盟が主催する「2050浄零城市
展（ネットゼロ・シティエキスポ）」も同時開催さ
れ、その一環として行われた「2024浄零城市国際
峰会（ネットゼロシティ国際サミット）」の開会式
に行政院の陳建仁院長、国家発展委員会の龔明鑫主
任委員、行政院の林子倫報道官らが出席した。
　陳院長は、今年のSCSEには46か国、122都市
が参加し、スマートシティやネットゼロの取り組

　台湾は蔡英文総統の指導の下、2021年4月22日
の「アースデイ（地球の日）」に、2050年まで
にネットゼロの達成を目指すことは全世界の目標
であり、同時に台湾の目標でもあると宣言した。
昨年2月には「気候変遷因応法（気候変動対応
法）」が施行され、2050年ネットゼロ達成を法律
に明記した世界でも数少ない国となった。台湾は
同時にエネルギー供給の強靭化にも積極的に取り
組み、2023年の「第28回気候変動枠組条約締約
国会議（COP28）」で制定された「2030年まで
に再生可能エネルギーの発電容量を世界全体で3
倍にする」という国際目標と足並みをそろえるべ
く努力している。
　陳院長は台湾の取り組みや、再生可能エネル
ギーの普及を踏まえた上で、台湾がこれから第二
次エネルギー転換を積極的に推進し、さらなる省
エネの実践を奨励すること、同時に産業のデジタ
ル・トランスフォーメーションやグリーン・トラ
ンスフォーメーションを推進し、ネットゼロとサ
ステナブルなグリーンライフを形成することを強
調した。また、ネットゼロを目指すに当たって
は、政府が今後も強力且つ有力な後ろ盾となり、
「公正な移行(Just transition)」を実践する道の
りにおいて誰一人取り残さないことを約束した。

をバックアップする高雄市の羅副市長が半
導体と美食を融合した同市の発展について
語った。
　２日間で10,000人を超えた来場者の多く
は、半導体製造関連企業や、従業員の生活を
支える自治体の担当者並びに住宅や金融関連
会社の営業マンが大半を占めた。一方で高校
生の姿も数多かった。
　事務局は「活気づく地元・熊本での就職を
促すとともに工業系の生徒には具体的に半導
体の勉強もしてもらうべく約2,200人の高校生
を招待した」と説明した。

　会場の多くのブースの入口や社名版の横
には「学生歓迎」のプレートが掲げられ、
さながら就職説明会のような雰囲気も感じ
られるほどだった。
　ブースで具体的な仕事の内容を聞き、技
術的なセミナーに参加した中には「半導体
についてはこれまであまり知識がなかった
が、今回大いに興味を持つことが出来た。
進路の選択肢としても考えたい」と話す生
徒もあり、主催者の狙い通りとなった。
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　外務省が主催する第17回日本国際漫画賞の
授賞式が3月5日、東京都内で行われ、最優秀
賞を受賞した台湾人漫画家、簡嘉誠さんが出席
して上川陽子外相から賞状を受け取った。簡さ
んは、台湾の漫画がより発展していくことを望
んでいると語った。
　同賞には世界82カ国・地域から587作品が寄
せられた。台湾の漫画家による作品が最優秀賞
となるのは2020年の韋蘺若明さんの「送葬協奏
曲（Funeral director）」に続き2回目。簡さん

の作品「青空のもと、風追う少年」は、第2次世
界大戦末期に走ることをきっかけに出会い、日
本の陸上競技史に名を残すことを夢見た台湾人
と日本人の少年2人の物語を描く。審査委員長を
務めた漫画家の里中満智子さんによると、最優
秀賞は審査委員の満場一致で決定した。
　簡さんは「今回の制作のために多くの歴史を
学んだ。ある時代では台湾人と日本人の両方が
台湾を「家と見なしていた」と言及。言語や文
化の違いを抜きにすると、人の感情はふるさと

　日本の対台湾窓口機関、日本台湾交流協会
は3月21日、台日関係の相互理解や友好親善
に貢献したとして、台湾の政治に詳しい東京
外国語大学の小笠原欣幸名誉教授や中央社の
楊明珠東京特派員ら1団体と3人を表彰した。
　日本台湾交流協会表彰は2018年から行わ
れており、今回で5回目。今年度は小笠原氏
や楊特派員のほか、台湾原住民（先住民）関
連の研究者でつくる日本順益台湾原住民研究
会、台湾に関する多くの著書を持つ作家の平
野久美子氏が表彰を受けた。表彰式は東京・
六本木の同協会東京本部で開かれ、谷崎泰明
理事長が表彰状を手渡した。
　谷崎氏は、日本順益台湾原住民研究会には
文化人類学や言語学、歴史学、考古学など多
様な分野の研究者が参加していると説明。先
住民研究が進むだけでなく、台日全体の学術
交流促進に寄与していると讃えた。
　小笠原氏については「選挙予想の神様」と
紹介。予想の正確さのほか、分析方法は学術
的に後進へ影響を与えているとし、今後のさ
らなる活躍に期待を寄せた。平野氏は著書を
通じて台湾の魅力や台日交流に「甚大な影響
を及ぼしている」とした。

を思う気持ちや家族の情を求める心情など、多
くの方面で共通しているとの考えを述べた。そ
の上で、身分や立場が異なっても感情の面では
必ず相互理解ができると語った。
　作品は、保存する公文書の活用を狙う国家発展委
員会档案管理局が簡さんに協力を依頼し、同局が管
理する台湾鉄路の史料を基にして創作された。
　本作が自身にとって3作目の鉄道を題材にし
た漫画だという簡さん。報道陣の取材に対し、
鉄道の漫画を描くのはとても難しく大変なの
で、初めは同局からの依頼を辞退しようか迷っ
たと吐露した上で、今はとても喜ばしく感じて
いるとコメントした。
　授賞式には超党派議員連盟「日華議員懇談
会」会長の古屋圭司衆院議員や漫画家の赤松健
参院議員、台北駐日経済文化代表処台湾文化セ
ンターの王淑芳センター長らも出席した。

　楊特派員については、同氏を通じて多くの日
本の政治、経済、文化、社会などさまざまな情
報が台湾に紹介されているとし、日本と台湾の
距離を近づけることに努力したとして感謝を示
した。
　小笠原氏は「台湾情勢は厳しくなっている」
としながらも「台湾アイデンティティーが広
がった台湾はしっかりとこの先も今の体制を維
持できると思う」との見方を示し、分析をした
上で日本や世界各国に発信していきたいと今後
の研究に意欲を見せた。
　楊特派員は「表彰されることは私一人の力だ
けではなく、みんなの力」として感謝を表明。
自身の名前と掛けて、日本と台湾は輝きを放つ
「明珠」だとし「これからもその輝きを失わせ
ないように（情報を）発信する」と語った。

日本国際漫画賞で最優秀賞の 簡さん
観光交流協定を締結

長 野 の 高 校 生
高 雄 の 高 校を訪 問 で 交 流

桃園メトロ空港線の利用増加
車両 10 編成を追加購入へ

米 N.Y. の MoCCA アートフェスティバル
台湾から漫画家 2 人が参加

青森の「媽祖」が国境越えて里帰り
北港朝天宮で盛大に歓迎

相互理解や友好親善に貢献
1 団体と 3 人を表彰

　同市政府教育局によると、交流は前鎮高、福
誠高、小港高で行われ、3校の生徒17人がホス
トファミリーとして長野県の生徒を受け入れ
た。同局は、長野県の生徒が台湾の生活を体験
し、台湾南部の情熱やおもてなしの心を感じて

が4編成となる見通し。鄭氏は車両購入に関
して桃園市政府や桃園メトロと早期に話し合
い、輸送量を増強したいと語った。
　空港線は17年3月に開業。台北駅（台北
市）から桃園国際空港を経由し、老街渓駅
（桃園市中壢区）までの約51キロを結ぶ。

者らによって3月14日に大間町を出発し、フェ
リーや飛行機、バスで北港まで運ばれた。朝天
宮によると、媽祖像は1996年に分霊されたも
の。今回の里帰りのために綿密な調整を重ねた
という。　
　信者が各地に分霊された媽祖をみこしなどに

　長野県の高校生や教員24人が3月4日から5日
にかけて台湾高雄市の市立高校3校を訪れ、現地
の生徒や教員と文化交流を図った。台日双方の
生徒が一緒に授業を受け、台湾のお菓子作り体
験などを通して互いの文化への理解を深めた。

　台湾行政院の鄭文燦副院長は3月12日、
桃園メトロ（MRT）空港線の利用者の増
加に伴い、車両をさらに10編成増備する
必要があるとし、購入にかかる費用の半額
に当たる約30億台湾元（約140億円）を中
央政府が補助すると発表した。
　鄭氏はこの日、台湾桃園市の張善政市長
や台湾交通部の王国材交通部長らと同市に
ある空港線の長庚医院駅で、昨年、台湾行
政院の主導で導入された「共通定額定期
券」の利用状況を視察した。空港線の1日
の平均利用者数は2019年の延べ約8万人に
対し、現在は延べ約10万人に達している。
「定期券は良い政策だった」と述べた。
　増備されるのは停車駅の少ない直達車
用車両が6編成、各駅停車の普通車用車両

　青森県大間町の大間稲荷神社に祭られている
航海の女神、媽祖の像が3月16日、分霊元であ
る台湾中部に位置する雲林県の北港朝天宮に初
めての里帰りを果たした。朝天宮の関係者らが
爆竹や音楽などで盛大に迎え入れた。
　媽祖像は、稲荷神社や同町観光協会の関係

もらったとしている。
　前鎮高（蘇清山校長）では、長野県の生徒が
数学の授業に参加。授業には折り紙が取り入れ
られ、双方の生徒は楽しい雰囲気の中で関連の
知識を学ぶとともに想像力を育んだ。蘇清山校
長は「互いの文化を教え合い、世界の友人をつ
くることができた」と成果を述べた。また、今
回の取り組みは両国の生徒間の友情や交流を促
進し、台湾と日本の学校の文化交流協力で固い
基礎を築いたとの見方を示した。
　高雄市政府教育局と長野県教育委員会は教育
交流協力に関する覚書を結んでおり、これまで
にも双方で生徒の交流が行われている。

乗せて朝天宮に向かう風習「北港進香」は今年2
月、国の重要民俗に指定されることが決まった。
朝天宮の蔡咏鍀董事長は報道陣の取材に対し「媽
祖信仰の熱が日増しに増しており、台湾だけでな
く世界各国に広がっている」と言及。「大間の媽
祖像が2800キロの長旅を経て北港に戻ってきた
のは北港進香による媽祖信仰が遠くまで広がって
いることを示している」と説明した。
　大間町観光協会によると、媽祖は同町では
「天妃様」と呼ばれて、江戸時代に住民が海上
での危機を媽祖に救われたのをきっかけに信仰
が始まった説が有力とされている。稲荷神社と
朝天宮が姉妹宮となった97年以降は、毎年海
の日に朝天宮の協力の下で神事「天妃様行列」
が行われているという。同協会は今回の里帰り
について「媽祖様が結んでくれた台湾と大間の
本格的な交流の幕開け」としている。

　米ニューヨーク州の漫画専門ミュージアム
「コミック＆カートゥーン・アート・ミュージ
アム（The Museum of Comic and Cartoon 
Art、略称MoCCA）」が主催する「MoCCA
アートフェスティバル」が3月16日と17日に開
催され、台湾人漫画家のEli Lin（依萊）さんと
Pam Pam Liuさんが招きを受けて初出展した。
　Eli Linさんは、カラフルで大胆な色使いと、
滑らかで繊細なラインを融合させた作品を得意

谷崎泰明理事長（中）と受賞者（写真提供：中央社）

桃園メトロ空港線（写真提供：桃園メトロ）

記念撮影

左から簡嘉誠さん、外務大臣上川陽子
台湾文化センター長王淑芳、駐日代表処顧問張瑞麟

記念撮影（写真提供：高雄市）

青森の媽祖が国境越えて里帰り（写真提供：北港朝天宮）

台湾人漫画家の Eli Lin（左）と Pam Pam Liu（右）（写真提供：中央社）

青森の媽祖（写真提供：北港朝天宮）

作り体験（写真提供：高雄市）

記念撮影（写真提供：中央社）

鄭文燦副院長は、張善政市長や王国材部長らと
駅を視察した（写真提供：桃園メトロ）

若い世代の参観者を多く引き付けた（写真提供：中央社）

とし、若い世代の参観者を多く引き付けた。Eli 
Linさんは自身のブースに、マンガ、ポストカー
ド、シール、トートバッグ、光るストラップ、T
シャツなどの作品を展示。いずれも、台湾の街
の風景、タピオカミルクティ、媽祖など台湾の
要素をイラストに組み込んだもので、大勢の参
観者が足を停めて作品に見入っていた。Eli Lin
さんによると、Eli Linさんが台湾で出版した漫
画『羅賽塔』を読んだことがあるという読者も
来ており、「作風を見て一目で『羅賽塔』の作
者だと分かった」と言われて驚いたという。
　Pam Pam Liuさんは3月17日、「MoCCA
ア ー ト フ ェ ス テ ィ バ ル 」 が 主 催 す る
「Narrative of Care（介護の話）」をテーマ
にした座談会にも出席。乳がんの母親を介護し
た経験をもとにした作品『癌症好朋友』を持つ
Pam Pam Liuさんは、認知症の父親を介護し
た経験を持つベルギーの漫画家Ephameronさ

ん、母として子育てをしながら漫画を描くアメ
リカのLauren Weinsteinさんとともに、女性
の視点から、自身の創作の背景や作風について
語った。Pam Pam Liuさんは、漫画を描くこ
とで不安をやわらげ、家族が病気になったとい
うストレスを絵や文章に変えていったと語り、
似たような経験を持つ読者がそれに共感を覚え
たり、こうした作品について語り合うことで、
勇気をもって悩みを口にするきっかけになれば
と話した。
　台北駐ニューヨーク文化センター（台湾文化
部の出先機関）は2017年より「MoCCAアー
トフェスティバル」に参加し、毎年台湾から個
性的なクリエーターを招いている。今回参加し
た2人の漫画家は、初めてブースで「似顔絵」
のサービスを提供し、台湾のクリエーターの実
力を示した。「似顔絵」のブースには大勢の参
観者が列を作っていた。
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玉山観測所（写真提供：中央社、中央氣象局）

大陸からの強い寒気団の影響で、この日
の台湾は各地で寒い朝を迎えた。台湾中央
気象署によると、台湾最高峰「玉山」にある
玉山観測所（標高3844.8メートル）では午
前7時に氷点下7.9度を観測し、1センチの
積雪があった。周辺には一面の銀世界が広
がった。この日の平地の最低気温は、離島・
連江県馬祖の6.9度。台湾本島の平地では、
台湾東部の花蓮県鳳林鎮で観測された9.5
度が最も低かった。北部新北市石門区でも
10.3度を観測した。同署は、この後大陸か
らの強い寒気団が弱まるに連れて気温が上

昇するものの、夜には再び冷え込むとして、
昼夜の寒暖差に注意を呼びかけた。

台湾各地で寒い朝　大陸からの寒気影響かMar.3

二箇所目は「澎湖県」　美術家奈良美智さんの台湾巡回展Mar.13
台湾の離島「澎湖県」の澎湖開拓館で3

月29日より、美術家奈良美智さんの台
湾巡回展が行われる。昨年4～8月に行
われた台湾高雄市に続いて2カ所目の開
催。台湾のために描いたという作品「Hazy 
Humid Day」や台湾初上陸となる陶芸作
品などを展示する。主催の中華文化総会が
この日に発表した。奈良さんは昨年、自ら
澎湖を訪れて展示会場を決めた。下見の際
に澎湖の町の規模を気に入ったという。「ス
クーターで各地を巡りそれぞれの場所と住
民の間にある結び付きへの理解を深められ

たことが自身を引き付けた理由の一つ」と
した。文化総会の李厚慶秘書長は「澎湖に
はさまざまな時代の戦争の遺構が残され、
独特な文化を見せている」と説明。奈良さ
んが反戦を訴えることに力を入れていると
した上で「澎湖が高雄に次ぐ2番目になり、
異なる視点から台湾を認識し直すのが楽し
み」と期待を寄せた。巡回展は昨年より約
10年の計画で開催。澎湖での展示は9月1
日まで。毎週月火曜日と祝日休日は休館。
観覧は澎湖県政府のウェブサイトから予約
する。

台鉄と西武鉄道が観光列車の
姉妹車両を締結（写真提供：中央社）

台湾鉄路（台鉄）と西武鉄道が台北駅で、
両社の観光列車を姉妹車両とする協定を結
んだ。今後、相互の交流を通じて列車の知
名度向上を図り、鉄道文化交流と鉄道観光
発展を促進する。姉妹車両となったのは台
鉄の「鳴日厨房」と西武の「52席の至福」。
いずれもレストランとして車内で食事がで
きる。両社は2015年に姉妹鉄道協定を締
結しているが、今年1月1日に国営企業化
された台鉄が海外の鉄道事業者と協定を結
ぶのは今回が初めて。台鉄によると、今後
双方の観光列車の乗客に対し、数量限定の
記念パンフレットやはがきなどをプレゼン
トするという。この日は西武グループがコ
ラボレーションした「秩父わらじかつ弁当」
も数量限定で販売された。鳴日厨房は22

年に運行を開始した「移動する五つ星レス
トラン」がコンセプト。車窓からの風景を
楽しみながら豪華なコース料理に舌鼓が打
てる。

台鉄と西武鉄道が観光列車の姉妹車両を締結Mar.14

台湾台南市の青鯤鯓扇形塩田に設置さ
れているランドアート「生命之樹」がこの
ほど、米国の団体が主催する「ミューズデ
ザインアワード」のランドスケープデザイ
ンカテゴリー・彫刻デザイン部門で金賞を
受賞した。同市がこの日報道資料で発表し
た。市観光旅遊局によると「生命之樹」は
アーティスト、楊士毅さんの作品。扇形塩
田の模様や環境、人々の生活などから発想
を得て制作したという。作品は昨年8月に
公開され、2カ月で17万人以上を集めた。
このほか、同市内の河楽広場や新営文化セ

ンターに設置されたクリスマスツリー型の
作品2点も、同アワードで賞を受賞した。

塩田設置のランドアート「生命之樹」が金賞受賞Mar.18
Mar.25 一蘭の「天然とんこつラーメン」が値上げ　従業員の賃金引上げも
とんこつラーメン「一蘭」の台湾現地法

人はこの日、看板商品「天然とんこつラー
メン」の販売価格を4月1日より1杯310
台湾元（約1470円）に値上げすると発表
した。値上げの理由について「世界的な労
働力不足や物価高騰への対応と従業員の給
与引き上げのため」としている。現行価格
は298元（約1410円）から4％の値上げと
なる。同商品以外の価格は据え置かれる。
また、給与の引き上げも同日より実施する。

店舗で働く正社員の月給の最低額は現行の
3万4千元（約16万1千円）から3万8千
元（約18万円）に、時間給従業員の時給は
190元（約900円）から220元（約1040円）
になる。いずれも賃上げ率は10％以上。「給
与の引き上げは直近2年間で3回目」（同社）
と説明した。台湾進出は2017年。現在は
台北市と中部・台中市に計3店舗を展開し
ている。

太平洋南島布是芸術節（写真提供：中央社）

Mar.22 原住民に伝わる織物フェスが花蓮県で三日間開催
台湾原住民（先住民）族に伝わる織物を

テーマにしたアートフェスティバル「太平
洋南島布是芸術節」が、台湾花蓮県花蓮市
東大門で4月3日から開催される。この日
の記者会見で発表された。県政府原住民行
政処は「織物作品の展示のほか、ファッショ
ンショーや先住民音楽の演奏、物販、フォー
ラムなども行われる」とアピールした。開
催は4月5日まで。

電気料金平均11％値上げ　一般家庭は小幅にMar.22
台湾経済部はこの日、今年上半期（4～

9月）の電気料金に関する審議会を開き、
料金を平均11％値上げすることを決めた。
家庭用電力では全体の93％に当たる1250
万戸で3～5％の値上がりとなり、1カ月
当たりの料金は20台湾元（約94円）程度
の負担増となる見込み。同部の林全能常務
次長は「一般家庭の値上げ幅は産業用より
も小さく、電力使用量が大きいほど値上げ
幅が大きくなる」と語った。同部は「世界
の原油価格は下落しているものの、ロシア
によるウクライナ侵攻前よりも高い水準が
続いている」と指摘。「以前原油価格が高騰
した際、台湾電力（台電）は小幅な値上げ
にとどめたことから、2022年から23年
までの損失が累計3826億元（約1兆8100
億円）に達している」と説明。値上げの理
由について「台電にさらなる損失を出させ

ないため」とした。同部は農漁業、幼稚園
や大学を含む学校、社会福祉団体などに関
しては料金を据え置くとし、今後について
は「今年下半期の審議会で改めて検討する」
としている。

台湾の電気料金平均11％値上げ（写真提供：中央社）

ランドアート「生命之樹」（写真提供：中央社）

外木山海岸の岩「カメのよう」
ネットで話題（写真提供：中央社）

外木山海岸の岩「カメのよう」ネットで話題Mar.10
台湾基隆市の外木山海岸にある岩がカ

メのように見えるとして、インターネット
にフェイスブックの写真愛好家らネット
ユーザーが写真を投稿し、話題を呼んでい
る。岩は甲羅から外に顔を出したカメのよ
うな形で、大きな目があるようにも見える。
投稿には「本当にそっくり。また新たなフォ
トスポットができた」などのコメントが寄
せられている。海岸には「アザラシ岩」も
あり、隣接する新北市の野柳地質公園には、
風と海水による浸食や地殻変動が生み出し
た奇岩が点在している。

「TAIWAN NIGHT」開催式の記念撮影
（写真提供：台湾文化センター）

大阪アジアン映画祭で「TAIWAN NIGHT」開催Mar.7
大阪市内で開催されている第19回大阪

アジアン映画祭でこの日、同映画祭に作品
を出品している台湾の映画監督らが集結す
る「TAIWAN NIGHT」が開かれた。同映
画祭では台湾文化部の協力で特集企画「台
湾：電影ルネッサンス2024」が組まれ、7
作品がラインナップされている。特集企画
に選ばれているのは、ウェイ・ダーショ
ン（魏徳聖）監督の「BIG」やジン・ジアフ
ア（靳家驊）監督の「トラブル・ガール」（小
曉）、リエン・ジエンホン（練建宏）監督の「サ
リー」（莎莉）など。「トラブル・ガール」と「サ
リー」の2作品はコンペティション部門に
も名を連ねている。台北駐日経済文化代表
処台湾文化センターの王淑芳センター長は
TAIWAN NIGHT のレセプションの挨拶
で「台湾は自由で民主主義、多様な文化と

いった特質を有しているからこそ多くの素
晴らしい映画を生み出している。特集企画
によって台湾映画の日本での公開を促し、
今回の参加作品が好成績を挙げられる」と
期待を寄せた。

チベットの自由を訴えるデモ
（写真提供：中央社）

自由を訴求するデモ行進　チベット動乱から65年Mar.10
中国軍との衝突で多数のチベットの

人々が犠牲となり、ダライ・ラマ14世亡
命のきっかけとなったチベット動乱から
65年を迎えたこの日、台北市内でチベッ
トの自由を訴えるデモ行進が行われた。参
加者はチベットの旗を掲げて練り歩き、中
国による暴力を共に直視するよう台湾の
人々に呼び掛けた。チベット亡命政府の駐
台代表にあたるダライ・ラマ・チベット宗
教基金会のケルサン・ギャルツェン董事長
は「中国政府がチベットの子供らを寄宿学
校に強制的に入れ、学校では中国語を言語
に変え、チベット域内の僧侶を迫害してい
る」と、チベットの言語や信仰の伝承を根
こそぎ奪っている現状を訴えた。客家委員
会の楊長鎮主任委員は、チベットと台湾は
いずれも中国の脅威にさらされているとし

た上で「悪のまん延を目にしたまま沈黙し
ているのはある種の加担」と強調。全人類
がチベットの自由を実現する義務を有して
いると語った。

台北メトロ（MRT）は韓国・現代ロテム
製の新型車両7編成を導入する計画を発表
した。量産先行車は2026年に受領し、28
年に全ての試験を終わらせるとしている。
今後の路線延伸や新路線開業に伴う利用客
の増加に対応する。線路と平行に座席を配
置したロングシートを全車で採用するほ
か、乗降しやすい工夫が取り入れられる。
新型車両の導入は「混雑緩和や待ち時間の
短縮、車両整備などに対応するため」と説
明。試験完了後は実際のニーズなどを見な
がら投入する路線を決めるとしている。新
型車両はロングシートを採用し、広い車内
空間を提供。ドア横のスペースを広く取る
事で乗降しやすい。また各車両に送風機が

設置されている。1両目と6両目にはバリ
アフリースペーが設けられ、車いすや電動
カートの利便性にも考慮されている。乗客
定員は約2200人という。

MRT が韓国製新型車両7編成を導入Mar.21

韓国・現代ロテム製の新型車両
（写真提供：台北メトロ）

唐鳳数位発展部長（写真提供：中央社）

「TikTok は危険を及ぼす」　唐鳳数位発展部長が立法院で答弁Mar.19
米 下 院 が 中 国 の 動 画 共 有 ア プ リ

「TikTok」を規制する法案をこのほど可決
した。これを受け、唐鳳（オードリー・タ
ン）数位発展部長（デジタル発展相）は、立
法院で与党民進党の邱志偉立法委員から

「TikTok に対する政府の立場は」と質問さ
れ「台湾も TikTok は危険を及ぼす製品と
見なす。公的機関やその管轄区域では使用
を禁じている」と答弁した。数位発展部は
昨年9月、情報通信安全管理法改正案を公
表。改正法案では、国家に危険を及ぼす情
報通信安全製品の公的機関での調達や使用
を禁止する条文が新たに盛り込んでいる。
唐氏は「域外敵対勢力の製品であれば、間
にいくつの会社を挟んでいたとしても新た
な情報通信安全管理法では危険を及ぼす製

品と見なす」と説明。学校や公共の場、重
要インフラ施設、非公的機関などでの使用
の規制については「台湾行政院が今後審議
していく」とした。

沿岸作戦指揮部の組織を計画　制海戦力の強化Mar.4
台湾海峡周辺の制海戦力を強化するた

め、台湾海軍は新たに沿岸作戦指揮部の組
織を計画している事がこの日、軍関係者が
明らかにした。台湾国防部は同指揮部につ
いて「現在保有する沿岸部の対艦ミサイル
部隊を統合するもので、敵情や全体的な防
衛構想に基づいて計画や調整を行う」と説
明した。関係者によると、同指揮部は中将
が指揮官に就き、対艦ミサイル部隊やミサ

イル艇部隊、海洋偵察指揮部などを管轄す
る。正確な編成時期は未定だという。制海
戦力の強化を巡っては、台湾は米国から対
艦ミサイル「ハープーン」を搭載した沿岸
防衛システム100基を購入し、2028年に
全数の引き渡しが完了する予定。国産の対
艦ミサイル「雄風2」や「雄風3」などと合わ
せて、台湾が保有するミサイルの総数は千
基に達する見込み。

台南一中が日本の高校二校と姉妹校Mar.6
台湾台南市の「台南第一高校」（台南一

中）は、日本の駒場東邦高校（東京都）、藤
枝東高校（静岡県）の2校とそれぞれ姉妹
校協定を結んだと発表した。交換留学や相
互訪問、教育旅行、国際教育交流などで協
力していく。台南一中は台南市屈指の名門
校。「グローバルな一中」を目指して生徒の
国際的な視野を広げ、世界と交流を図るこ
とを目指している。駒場東邦高校は日本有
数の難関校、藤枝東高校はサッカーの強豪
校として知られる。今回協定を結んだ2校
は、今夏に台南一中が主催する持続可能な
開発目標（SDGs）に関するイベトに参加す

る予定。なお同校の最初の締結は1976年
の韓国の慶熙中学・高校。

記念撮影（写真提供：中央社、台南一中）

台湾関係法の制定45周年記念のレセプションMar.6
米台との在り方を定めた台湾関係法

（TRA）の制定45周年記念レセプションが
この日、米ワシントンのキャピトルヒル
で開かれた。米国連邦議会上・下両院か
ら40人以上の議員が、党派を超えて台湾
を支持するために出席。下院外交委員会の
マイケル・マコール委員長（共和党）は、5
月20日に行われる頼清徳次期総統の就任
式典に出席することを明らかにした。レセ
プションは駐米国台北経済文化代表処の主
催。マコール氏は、すでに承認した22の
武器システムが台湾に引き渡されていない
ことに言及。台湾関係法に基づかない武器
提供の現状に懸念を示した。また元下院議
長のナンシー・ペロシ氏（民主党）も登壇。

「米国の代表が総統就任式典に出席すれば、
安保、政治、文化、経済その他各分野で米
台関係が非常に重要であるという、世界に

向けてのメッセージになる」と述べた。こ
のほか、議員らは世界保健機関（WHO）
のオブザーバー復帰などを訴えた。台湾
関係法は1979年、米国と中華民国（台湾）
との断交を受け、両国の在り方を定めた米
国の国内法。

台湾関係法（TRA）の制定45周年記念
レセプション（写真提供：中央社）
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松田義人（deco／編集者・ライター）

　僕は台湾に行くと、滞在中必ず各地の
跳蚤市場（フリーマーケット）に立ち寄りま
す。台北の福和橋、重新橋。台中の太原
路。台南の帕里啪里、永成文創。高雄の
凱旋、88など。知らない人は全く知らない
これらの市場ですが、お土産店や量販店
ではお目にかからない台湾の生活雑貨がズ
ラリ揃っており、熱烈台湾ファンの僕にとっ
ては「台湾人の生活にもう一歩近づける」よ
うな物ばかりが売られています。だいたい
が中古品ではありますが、そのため、現行
商品ではない古い物にも出会える機会が多
く、やはり台湾のショッピングで絶対に欠
かせない跳蚤市場巡りです。
　こういった跳蚤市場の各店には、ときど
き日本人にとっては見慣れないキャラクター
の人形や貯金箱が販売されています。そ
れも日本人の美的センスとは違う、台湾特
有の感覚で作られたキャラクターばかりで、
これがまた台湾的でシビれます。
　中華郵政の配達員人形や、大同坊やな
どの人形は超有名ですが、これ以外にも
台湾の企業、警察官、軍人、憲兵、地方
自治体ものなど。もう全てのブランド・団体
にキャラクターがいて、それを人形化してい
るんじゃないかと思えるほどですが、知れ
ば知るほどに欲しくなってくるのが偏愛台湾
の自分です。これまでは跳蚤市場を巡って
20年近くアレコレと買い集めてきました。
　しかし、どうしても行き当たりバッタリの
人形との出会いばかりです。「もっと効率良
く台湾キャラクターの人形をゲットするため
には！？」と考え、やがて台湾の『Yahoo
奇摩拍賣（台湾版ヤフーオークション）』『露
天（個人・企業の販売サイト）』などを連日
ネットサーフィンするようになりました。しか
し、そこでまた知らない台湾キャラクターと
出会ってしまうこともあります。このコレク
ションの世界は実に険しい道のりであると
実感すると同時に、日 ま々た台湾キャラク
ターを追いかけ続けています。

なんでもキャラ化・人形化する台湾
コレクション道の険しい道のり

台湾の企業・団体キャラ
人形収集の世界

200 体をオーバー
専用のショーケースを設置

▼僕の仕事場のショーケース

昨年覇者の味全
新たなホリデーユニホームお披露目

台 湾プ ロ 野 球「 統 一 」
新 チアリー ダ ー に 日 本 人 2 人

台 湾プ ロ 野 球「 中 信 」
新 チアリー ダ ー に 韓 国 人 2 人

台湾プロ野球台鋼 ホーム開幕戦のゲストに
新旧侍 J 監督の栗山氏、 井端氏

　台湾プロ野球の統一ライオンズは3月
10日、公式チアリーダー「Uni Girls（ユ
ニガールズ）」に、日本人のChihiro（千
紘）さんとNozomi（希美）さんの2人が
新たに加入すると発表した。2人は球場で
応援できる日を心待ちにしているという。
　台北市内で新シーズン発表会を開き、
ChihiroさんとNozomiさんを含む4人の
ユニガールズ新加入メンバーがお披露目さ
れた。2人は、昨季まで日本プロ野球西武
ライオンズの公式パフォーマンスチームに
所属していた。
　ユニガールズについてNozomiさんは
「みんなすごく優しくて、かわいくて、
とても最高なメンバー」、Chihiroさんは
「家族みたいな安心感があってこれからが
とても楽しみ」と語った。
　また、台湾プロ野球の印象について、
Chihiroさんは「ファンとの距離が近く、
一体感が生まれてすごく素敵」と笑顔。
Nozomiさんは「すごく熱狂的な応援が印
象的。ステージに立って応援できる日がす
ごく楽しみ」とわくわくした様子だった。

　台湾プロ野球「中信ブラザーズ」は3月19
日、チアリーダー「パッションシスターズ」の
新メンバーに韓国人のイ・ダンビ（李丹妃）と
ビョン・ハユル（辺荷律）の2人が加わると発
表した。
　イ・ダンビは中国語で「台湾愛してる」と話
し、ビョン・ハユルは「今後もさらに努力して
いく」と意気込みを話した。
　台北市内で開いた発表会では、イ・ダンビ、
ビョン・ハユルをはじめ9人の新加入メンバー
がお披露目された。チアは総勢25人となる。
　イ・ダンビは中国語で「皆さんこんにちは
イ・ダンビです。皆さんに会えてうれしいで
す」と挨拶。新シーズンの主な目標に「チアの
仲間と応援すること、中国語を学ぶこと、ファ
ンと交流すること」を掲げた。
　ビョン・ハユルは、数日前に台北ドームで応
援に加わった際、ファンの情熱さが印象深かっ
たとし、中国語での自己紹介でファンからの注
目と好意に感謝した。また「今後も一層努力を
していく。皆さん応援よろしくお願いします。
ありがとう」と話した。

　台湾プロ野球・台鋼ホークスは3月25
日、台湾・高雄市の澄清湖野球場で4月5
日に開催するホーム開幕戦に、野球の日本
代表前監督・栗山英樹氏と現監督の井端弘
和氏をゲストに招待すると発表した。1軍
参入初年度となる台鋼の歴史的なホーム開
幕戦に花を添える。
　栗山氏は2023年のワールド・ベース
ボール・クラシック（WBC）で、日本代
表を世界一に導いた。井端氏は現在の日本
代表監督で、22年に台鋼の客員コーチを
務めていた。
　台鋼はこの日、報道資料を発表し、ホー
ム高雄の歴史的な開幕戦に参加できとても

　台湾プロ野球で昨年の年間王者に輝いた
「味全ドラゴンズ」は3月8日、台北ドー
ムで記者会見を行い、新たなメーンビジュ
アルやホリデーユニホームなどをお披露目
した。ユニホームは赤をベースに熱血の闘
志を表現したという。
　メーンビジュアルのデザインコンセプト

新たなホリデーユニホーム（写真提供：中央社）

統一ライオンズの新チアリーダー（写真提供：中央社）

中信の新チアリーダー（写真提供：中央社）

栗山英樹氏（写真提供：中央社、日本ハム）

リンシャン（林襄）（写真提供：中央社）

　ただし、日本人で日本在住者の僕は、
『Yahoo 奇摩拍賣』『露天』などに参加する
ことができません。また、大半の出店者は日
本への発送もしてくれないことから「欲しい人
形がいっぱいあるのに、どうしたら良いか」と
考えあぐねました。日本にはこういったネット
販売を代行する業者も存在しますが、手配に
時間がかかることに加え、手数料がベラボウ
に高く、本来の商品価格の3〜4倍に膨れあ
がってしまうことも。
　そこで、僕は台湾人の友人に頼みこみ、い
くばくかの手数料を払って、台湾で複数の商
品を代わりに購入してもらい、まとまったとこ
ろで日本に発送してもらったり、僕が台湾に
出向いた際に受け取りに行ったりするようにな
りました。かなり面倒臭いお願いになるので、
お願いしている台湾人の友人には超恐縮です
が、そこは優しい僕の友人たち。「全然面倒
じゃないよ。大丈夫！　それより松蔣（ソンチャ
ン＝僕の名前）が買う台湾キャラクターたちを
見て、癒されるよ！」なんて言ってくれます。な
んて大人で優しいんだ台湾人！
　そんなこんなで最近は、事務所に「台湾
キャラクター専用ショーケース」も設置。200
体以上の台湾キャラクターたちが鎮座する環
境で仕事をしています。事務所に来る、台湾
を全く知らない人はたいてい気味悪がりますが

（笑）、それでも台湾キャラクターたちが身の
周りにいることで、「台湾人の友達と一緒に過
ごしている」ような安心感からかなり仕事がは
かどっています。

は、これまでと同様に「団結」を踏襲。
チームが初心に返り、心を一つにたゆまず
奮闘し、新たな章を開くことへの願いが込
められた。
　この日はチャンピオンリングも初めて
公開された。1990年代に監督を務めた徐
生明氏を記念し、背番号と同じ85個のラ

インストーンが配されている。またチア
リーダーの「ドラゴンビューティーズ」は
キャプテンが交代。楽天モンキーズの元チ
アガールで、大人気を誇るリンシャン（林
襄）が新たに加入し、新体制でチームを盛
り上げる。

光栄だとする栗山氏のコメントを掲載。昨
年末、日本ハム監督時代の教え子・王柏融
の台鋼入団が決まった際に「いつか台湾に
見に行く」と応援メッセージを送ってお
り、今回主将としてチームをけん引する
王が見られることを楽しみにしているとし
た。
　客員コーチを務めた後もチームの状況に
関心を寄せていたという井端氏は、かつて
コーチした球団が、いま1軍で戦うことに
なりとてもうれしいと話し、今季の台鋼活
躍を期待した。
　ホーム開幕戦の対戦相手は富邦ガーディ
アンズ。
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【東京／採訪報導】2024東京食品展於3月5日登

場，今年經濟部國際貿易署與外貿協會共同組

成台灣館，集結台灣178家廠商，使用189攤位，

是東京食品展的第二大館，同時也有13個縣市政

府、8大食品公協會踴躍參與，其中9位縣市長出

席台灣館的開幕活動，再創歷史新高，貿協今年

也成立台灣雙館，透過雙管齊下展現台灣特色美

食及創新產品。

　台灣館開幕儀式於首日登場，外貿協會董事長

黃志芳、經濟部國際貿易副署長李冠志、駐日代

表謝長廷、農業部主任秘書范美玲都特別出席共

襄盛舉。台南市市長黃偉哲、苗栗縣縣長鍾東

【東京／採訪報導】嘉義縣政府為了推廣農產品，特

別組團參加於3月5日舉辦的東京食品展，同時也在前

一天3月4日與日本台灣商會聯合總會在新宿點水樓舉

辦交流會，希望藉由台商的經驗和協助，讓嘉義縣的

農產品能在日本更加順利推廣，有更穩定性的發展。

　日總總會長錢妙玲表示，去年剛好公司有跟水保署

簽MOU，協助推廣阿里山咖啡在內的台灣咖啡，所以

嘉義縣提出交流時就覺得很有緣份，並想將這緣份在

商會延續下去，台商會最主要就是做交流，很高興有

這個機會與嘉義縣交流，食品展當天也會有日總成員

前往參加。翁縣長上任以來在農業方面很積極推廣，

人就是一回生兩回熟，希望有機會可以繼續交流，把

台灣優質農產品推廣給日本，而自己本身目前也在熊

本發展，也歡迎嘉義縣來熊本舉辦展覽，會盡全力給

予協助。

　翁章梁縣長表示，嘉義縣有為小農設一個品牌，叫

「嘉義優鮮」，由縣政府把關，現在有178業者、520產

品，加入，因為小農要打廣告、宣傳很難，所以由嘉

義縣政府來輔導，變成共同品牌。在日本方面，是將

東京食品展登場
台灣館再創紀錄集結 13 縣市 178 家廠商

台 南 市 與 日 商 登 豐 商 事 簽 約
建 立 農 產 拓 銷 長 期 關 係

嘉 義 縣 與 日 總 交 流
盼 藉 台 商 力 量 讓 農 產 品 穩 定 發 展

駐日代表謝長廷也出席位業者加油打氣黃志芳董事長致詞今年集結13縣市、178家廠商參與

雙方互換紀念合影

翁章梁縣長致詞

日總總會長錢妙玲致詞

陳五福社長致詞

東京食品展登場，台灣館為該展第二大參加國

簽約儀式紀念合影

日總與嘉義縣交流活動紀念合影

錦、彰化縣縣長王惠美、雲林縣縣長張麗善、嘉

義縣縣長翁章梁、屏東縣縣長周春米、花蓮縣縣

長徐榛蔚、宜蘭縣縣長林姿妙、嘉義市市長黃敏

惠也輪番上台介紹各縣市的農特產品。

　黃志芳董事長致詞時表示，在台灣要把九個縣

市長齊聚在一起，我相信可能連總統也沒有辦

法。但是我們能齊聚在東京食品展的台灣館開幕

典禮，再加上中央部會的支持，這真的是台灣最

團結的時刻，也是台灣要把最優良的農產食品推

到國際市場、推到日本市場最令人感動的時刻，

我要代表外貿協會感謝謝大使，感謝經濟部國貿

署，農業部、各個縣市的支持，讓台灣館連續蟬

咖啡以沖繩為起點推廣，去年舉辦展售會後獲得很

好成績，業者陸陸續續都接到訂單，未來沖繩穩定

後，在持續擴大發展，鳳梨和咖啡也是目前嘉義在

日本最穩定的，而農產品能進到日本也是品質的肯

定，未來希望其他產品也能輸入日本，但過程會有

許多複雜問題，要有具體合作，進步性的發展，就

需要台商朋友的協助，所以今天很高興能跟台商朋

友見面，也歡迎大家到嘉義來。

　翁縣長也說，嘉義是很適合農業發展的地方，也

是台灣的糧倉，不過嘉義現在也有六個產業區同時

在開發，包括科學園區、無人機的國家隊，全台灣

無人機目前定調在嘉義，現在有研發中心，未來也

會規畫產業園區，研發中心也全部爆滿，其中也跟

17個國家在無人機相關產業接觸過，科學園區也在

發展中，我們也希望台積電有機會到嘉義來，發展

先進封測，因應AI需求。此外除了農業、科技外，

也有OUTLET計畫入駐高鐵站附近，同時從嘉義縣

政府到高鐵站也規劃重劃區，五、六年後會成形，

也歡迎房地產業者關注。

連東京食品展第二大的外國參展國。

　黃董事長說，我們有 178 家最優良的企業，帶

來他們最新的研發產品，針對日本的消費市場跟

最新的流行趨勢，帶來最精彩的產品，所以這次

台灣館一定會是東京食品展裡面最熱門，而且最

距焦、能量最強的一個展覽館，我們邀請所有在

場的貴賓，在接下來四天來盡情參觀台灣館，欣

賞台灣在食品農產品各方面最新的產品、最優良

的技術。

　李冠志副署長說，不管是出展家數、展出的面

積，還有我們的攤位的數目，都持續創下歷史的

新高。我們有希望藉著食品展，將台灣最優良的

食品，農業領域的農特、水產、畜牧等等所有的

這些特色產品，還有技術、非常好的品質，以及

非常重要的市場服務、客戶服務的關係來向日本

的朋友推廣，也進一步的向全世界推廣，在品嘗

到台灣的食品的時候，不再只是好吃、不再只是

很好，還有更多的幸福感，也希望藉由參展，把

【東京／採訪報導】為了拓展台南市農產品海外通

路，台南市長黃偉哲帶領市府團隊和農漁業者參加東

京食品展，並於此次出展之餘連結日本當地商社，盼

運用當地商業資源讓深耕日本市場的規劃及佈局，3月

5日台南市長黃偉哲也與登豐商事簽訂合約，建立為台

南農產拓銷的長期關係。簽約儀式由長黃偉哲市長與

陳五福社長一同簽署，橫濱辦事處處長張淑玲、日本

台灣商會聯合總會總會長錢妙玲也一同出席見證。

　黃偉哲市長表示，台灣跟日本距離那麼近，雙方邦

誼深厚，不管是東日本大地震台灣對日本的支持，或

是新冠疫情期間日本對台灣疫苗的支持，都充分見證

大家友誼非常深厚，很重要的是除了支持，我們很多

　之後翁章梁縣長和農業處處長許彰敏也都詳細介紹嘉義的農產品相關產

業發展等，同時這次嘉義縣也帶領9家業者到日本參加東京食品展，嘉義

縣也歡迎大家到展場了解當地的農產品。交流會在日總監事長帶領乾杯儀

式後正式開始，現場許多日總理監事們都紛紛與縣府人員交換名片，互相

了解認識，尋找未來一同在日本推廣嘉義縣農產品的可能性，場面相當熱

絡，象徵著這次的交流活動圓滿成功，最後在副總會長張素娥、鍾幸昌致

閉幕詞後，為活動畫下句點。

Informat ion

（京都）台湾祭 in 京都 2024 （東京）台湾祭 in 東京スカイツリータウン 2024
場所：イオンモール KYOTO
時間：3/20 ～ 5/6
主催：台湾祭実行委員会

場所：東京スカイツリータウン 4 階スカイアリーナ
時間：4/13 ～ 5/26
主催：台湾祭実行委員会

（東京）2024 Taiwan Semiconductor Day
場所：パレスホテル東京
時間：4/2
主催：台北市コンピュータ協会

食品背後代表的台灣產業的精神特色、人情的風

味，以及我們整個國家的優美的風景，自然的景

觀等，向日本向全世界做更好的推廣，也把滿滿

的幸福感的傳遞到全日本、全世界每一個角落。

　駐日代表謝長廷表示，台灣館不僅熱鬧、幸

福，更主要是有 13 個縣市，還有農業部、八個

食品相關的工會協會的捧場，才有這個場面。剛

才講為什麼縣市長都來？主要這個商機無限，為

了自己的縣市推銷自己的產品，所以大家都來參

加，2023年出口到日本食品達200多億台幣，換

成美金大概7億多，但是日本從外國進口的這個

食品是151美金，是4500億台幣。所以潛在商機

還非常大，很多日本人到台灣買台灣的食品、水

果餅乾等，要怎麼找到符合日本的文化、習慣，

並將產品推銷出去，這就是台灣館的最大目的。

所以剛剛李副署長說的，台灣的產品不僅好吃，

還有幸福吃到嘴裡，所以是給日本帶來幸福，也

希望透過這個活動大家幸福滿滿，商機無限。

飲食習慣可以與日本相似，所以我們一直想要把台南

的好東西，台灣的好東西跟好朋友一起分享。

　黃市長也說，台南市致力於開拓外銷通路，尤其是

走精緻高端的日本市場，極力媒合業者尋找合適的通

路和合作夥伴與日本的進口商、分銷商或零售商，幫

助業者推廣和銷售農產品，同時建立台南優質農產品

的品牌形象。登豐商事社長陳五福曾任東京台灣商工

會會長及日本台灣商會聯合總會長還有亞洲台灣商會

聯合總會總會長，在於貿易上有非常資深的經驗，運

用在地資源積極推動台灣農產品在日本的超市販售以

及與日本當地大型活動合作，期盼日後的合作為臺南

農產開啟新契機，並能更順利共同推廣農特產品。

　芳茲生技張仕霖表示，去年起品牌計畫在全世

界拓展，其中包含日本、美國、新加坡、馬來西

亞等國，因此特別來日本東京食品展參展，希望

能讓日本民眾認識雞精、滴魚精、黃金蜆精、薑

黃滴雞精、松露滴雞精等，因為除了華人以外，

日本民眾對於養生有相當講究，健康意識高，也

能接受保健產品，所以希望能找到代理商，讓他

們去做地推在幾個重要通路上架，或找到藥妝店

通路合作。

　栗煬國際表示，這次帶來的台灣生食級台灣石

斑魚切片，因為養在海裡的箱網，不可能有用

藥，也不用擔心土石裡面的腥味，應用在生食上

有很大的幫助，且送到工廠都是活魚，並立即放

血、取肉，然後用超低溫急速冷凍，獲得日本這

邊的商社認可，也在去年進到藏壽司做成石斑魚

生魚片握壽司販售，是日本首創，另外黃金鯧的

生食部分也有在日本的中小型連鎖握壽司合作推

出。

　陳五福社長表示，登豐商事在日本創立28年，以綜

合商事做各方面的連結，會與農業有連結是因為四年

前的水果禁運，當時就在僑界發起，將台灣鳳梨帶到

日本，當時看到黃偉哲市長為了推展台灣農產品，帶

著一級長官到處去推廣，讓我們感到非常感動，我們

地方父母官就是為了地方農民生機、商機努力，所以

結下這層緣分。後來也透過台灣祭讓日本民眾品嘗到

台灣的美食、體驗到幸福的口味，並一步一腳印推

廣，讓台灣農產品以高規格到日本超市販售。

　陳五福也說，台日關係從東日本大地震後，關係變

得越來越友好，再加上第一線的外交官，如張淑玲處

長到處播種，才能讓我們現在享受到台日友好的果

實。這次與台南市簽約，會盡力讓台南農產品透過各

管道深化到日本，讓日本認識到台南士農工商、新科

技的大都市，相信這也是台南建城四百年的最佳成

果。

　農業局長李建裕表示，陳五福社長在日本長期耕耘

於台日交流上的各項活動，藉由株式會社登豐商事在

於日本推動台灣祭與台灣文化相關的大型活動，未來

有機會在日本舉辦促銷及試吃活動，透過大型活動大

量流動人潮接觸陌生市場，可直接了解日本。
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互動拍手來代替鞭炮聲，將年獸趕走，都讓大

家留下深刻印象。

　駐日代表謝長廷夫婦也出席此次活動，謝代

表致詞時表示，很高興能參加春訪團的公演，

這次是東京疫情後第一次演出，「當代樂坊」

是台灣非常知名的團體，在全世界巡迴演出，

也獲得很多好評，也非常感謝他們到東京演

出，還有辛苦的執行委員會，讓活動順利演

出，而台灣和日本有共同的民主價值觀，台灣

是站在最前線守護民主，希望日本的大家可以

繼續支持台灣。

　主辦此次春訪團公演的日本中華聯合總會總

會長羅鴻健表示，很感謝僑委會帶著那麼優秀

到表演團體到日本來，讓我們海外僑胞有機會

欣賞台灣最精彩、世界級的演出，春節訪問團

已經有四年沒有來日本表演，今天能看到表演

真的很感動，內心感到非常興奮，也可以讓海

外僑胞在春節前後欣賞台灣傳統與現在結

合的表演，體驗傳統中華文化在台灣的創

新，也開啟台日文化交流。

　橫濱辦事處處長張淑玲表示，提到春

節，如果沒有春訪團的公演，就不能說是

春節結束，這次睽違四年的演出，不僅僑

胞，也有像是靜岡等地的市長、町長專程

來觀看精彩的表演，這次礙於海外公演，

演出人員較少，請大家有機會一定要到台

灣欣賞最原汁原味的演出。日本中華聯合

總會羅鴻健總會長、執行委員會的大家也

辛苦了，謝謝大家。

　演出結束後，執春訪團公演行委員長洪

益芬致閉幕詞感謝精彩演出和工作人員的

辛苦，「當代樂坊」也與出席貴賓們合

影。春訪團下一場則將前往馬來西亞、越

南及泰國等國巡迴訪演。

「當代樂坊」演出獲得滿堂彩」 日本中華聯合總會總會長羅鴻健致詞

橫濱辦事處處長張淑玲致詞春訪團公演紀念合影

「當代樂坊」演出駐日代表謝長廷夫婦也出席觀賞公演春訪團東京公演登場「當代樂坊」精彩演出獲好評

僑 委 會 春 訪 團 東 京 公 演
當 代 樂 坊 精 彩 演 出 獲 滿 堂 彩

【東京／採訪報導】僑務委員會2024年春節文

化訪問團亞太團巡迴公演的日本場於3月1日來

到東京淺草公會堂演出，這次是睽違四年再度

演出，邀請到知名「當代樂坊」，吸引旅居關

東地區僑領、僑胞，以及日本民眾約有1000多

人前來，現場座無虛席，當代樂坊的精彩演出

也獲得滿堂喝采。

　「當代樂坊」是來自宜蘭的表演團體，演出

足跡遍及歐、美等地，可以說是國家級的樂

團，同時也從2015年起承辦「丟丟銅蘭城國際

音樂節」，邀請世界各國的團體演出，是宜蘭

具代表性的藝術活動之一。

　這次的春訪團的公演中，「當代樂坊」將許

多傳統文化與現代舞結合，再加上音樂的陪

襯，讓每段演出都獲得喝采，其中像是「篳路

藍縷」，透過現代舞演繹出渡海到台灣過程的

艱辛，亦或是最後「年來了」，透過與觀眾的

洪英傑處長和團員及日本貴賓及僑胞合影

當代樂坊團員充滿活力的精彩演出表現客家文化元素的「戀戀桐花」舞蹈演出

【大阪／採訪報導】僑務委員會春節文化訪

問團-當代樂坊於2月27日在大阪市舉辦亞洲

地區第二場公演，駐大阪辦事處洪英傑處長

偕楊慧萍僑務秘書等同仁出席，出席來賓包

括主辦單位大阪中華總會郭重信會長、理監

事會員、名古屋及關西地區僑胞，另大阪府

議會日華親善議員聯盟杉江友介會長、大阪

府議會森田彩音議員、中野稔子議員、東大

阪市議會野田彰子議員、神戶市議會高瀨勝

也議員、岩佐健矢議員、坂口有希子議員、

宮田公子議員、大阪府議會日華親善議員聯

盟永野孝男前會長等，現場高朋滿座共吸引

約八百餘位僑胞及日本各界人士前往觀賞。

　洪英傑處長致詞感謝大阪中華總會熱心承

辦僑務委員會春節文化訪問團活動，期許

「當代樂坊」所帶來具有臺灣文化創意及節

慶元素的內容，能撫慰僑胞思鄉情懷，同時

藉此也讓更多國際友人看見臺灣多元文化的

僑委會春節文化訪問團
大阪公演盛大成功

軟實力。

　「當代樂坊」透過國樂樂器結合電音、舞

蹈、戲劇等表演，以「春節序曲」、「磐古

開天」、「篳路藍縷」、「美麗的故鄉」、

「戀戀桐花」、「福蔭大地」等主題介紹臺

灣的多元文化，不論是服裝造型，燈光音響

和美術設計都融入許多台灣文化元素。

　團員們充滿青春活力，具臺灣文化特色的

精彩演出，贏得觀眾滿堂喝采。中間還安排

團員與觀眾互動橋段，現場氣氛十分歡樂。

　會後觀眾一致讚嘆這是一場高水準的文化

饗宴，內容極富創意。活動最後邀請洪英傑

處長，郭重信會長及日籍貴賓上臺與團員

及現場觀眾合影，氣氛熱鬧。僑務委員會

「113年春節文化訪問團-當代樂坊」自2月

24日首站於菲律賓宿霧演出，結束日本大阪

公演後，將繼續前往東京、馬來西亞、越南

及泰國等地巡迴演出。
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可以結交到很多好朋友、事業夥伴，在這一年來很高興

能擔任總會長，很感謝大家的支持，在商會做事辛苦是

必要的，而且有機會一定要勇往直前，這一年真的很高

興能為大家服務，也完成了90％的年間計畫，也要感謝

所有的名譽總會長、監事長和執行團隊的，因為有你們

我才能站在這裡。

　東鄉清龍總會表示，很感謝大家撥空參加，今後也如

同錢總會長一樣，盡全部的力帶領日總，我也知道自己

還有很多不足之處，希望大家今後能繼續給予支持，也

如同我在選舉前所說，我們應該團結一致，共同享樂，

這是我們聚在一起的目的，在接下來的第十二屆，我希

望我們能以此為中心，讓個人和組織都能成長，成為台

灣、日本、亞洲的好夥伴。

　交接典禮和懇親會中，第11屆也特別感謝贊助日總

和捐贈給令和六年能登半島地震的理監事們，隨後在

榮譽總會長謝美香的帶領乾杯儀式下，宣告懇親會開

始，會中也安排日台混血的歌舞伎坂東彌光帶來精采

演出，最後則由榮譽總會長陳五福致閉幕詞，為活動

畫下圓滿句點。

非常團結，懂得飲水思源感謝母校，這就是優良傳

統文化的力量，在今天畢業典禮之後，將展開新的

人生，獻上三項重要人生經驗，設定目標、掌握時

間及不怕挫折，希望每位學子未來都是人生勝利

組。

　隨後由周副代表頒贈成績優異學生獎狀，王校長

頒發畢業證書，副校長劉秋美代表校友會送花、家

長會會長林芳美贈送紀念品給畢業生，代表學校及

家長會的祝福之意。

　錢總會長也於當日捐贈學校100萬日圓給東京中華

學校，希望能藉此拋磚引玉，讓更多人重視華僑子

弟教育及僑校發展，也讓學校可以提供更好的環境

給學生學習，培養更多人才。

　學校為感謝日本臺灣商會聯合總會總會長錢妙

玲、東京臺灣商工會指導會長藤田禮子、寧波旅日

同鄉會理事長傅建興、東京華僑商工聯合會代表理

事王正徹等僑領捐贈學校，特別在畢業典禮上頒贈

感謝狀。

後的復興帶來幫助。

　謝美香榮譽總會長表示，這次返國訪問時也特別跟賴

清德準總統報告，日本有事就是台灣有事，特別是同時

我們也在日本舉行各種促進台日友好的活動，這次在我

們錢妙玲總會長的發起下，募集了1200多萬日圓，賴準

總統也請我們日本台灣商會聯合總會要繼續幫助日本政

府，同時也促進台日關係，讓兩國國民更加友好。

　錢妙玲總會長表示，有很多成員是住在日本2、30

年，對於我們來說日本可以說是第二個故鄉，今天看到

故鄉發生這樣的大事，大家都非常難過，特別是在新

年期間，因此發起這次的捐款，希望能為災後復興帶

來幫助，也期望災區能夠早日重建，所有人都能回到

往日的生活。

　日總這次的募款發起不到一個月的時間，就獲得全

國的理監事支持，從東京到沖繩都有理監事捐贈，金

額也很快就超過1200萬日圓，展現出日總的愛心，來

幫助災區走出困難，也讓世界見證台灣和日本堅固的

友好情誼。

懇親會紀念合影

捐贈儀式紀念合影 謝美香榮譽總會長 (右2) 表示今後也會繼續促進台日友好

東鄉清龍總會長致詞

總會長印信交接由錢妙玲（左1）交接給東鄉清龍（右1）

錢妙玲總會長致詞

亞總許玉林總會長致詞

蔡明耀副代表一同出席並見證此次捐贈式

王東生校長致詞

東京華僑婦女會理監事們紀念合影

張春美會長致詞

抽中大獎的幸運兒

張志銘會長致詞新年會紀念合影

參加人員拿著成品合影 中華民國留日東京華僑總會蕭玉蘭會長致詞

書法老師介紹滿字的正體字及日文漢字的不同

華僑協會總會日本分會林育良會長致詞

紀念合影

錢妙玲總會長 (中 )希望義援金能助災區早日重建

錢妙玲總會長當天也捐贈100萬日圓給東京中華學校

橫濱辦事處處長張淑玲致詞

【東京／採訪報導】中華民國留日東京華僑婦女會

於3月8日舉辦慶祝國際婦女節活動，除了理監事踴

躍出席外，也邀請許多旅居在關東地區的女性僑

胞、僑領等出席一同慶祝，駐日代表處副代表周學

佑、僑務組副組長宋惠芸也受邀出席。

　張春美會長表示，很感謝大家在百忙之中參加東京

華僑婦女會的38國際婦女節慶祝活動，提起婦女節就

不能忘記1909年美國婦女團體爭取婦女權益的運動，

並在後續的國際婦女大會決議將今天設為國際婦女

節，而在民國初年，革命元老鑑於國際情勢，向中央

政府爭取設立婦女節，喚起民眾關心婦女權益。

　張春美會長也說，近年來日本、台灣、世界各地

的女性領導的比例都在上升，已經成為社會中重要

力量，要感謝前輩們打下的基礎，讓我們有發揮的

空間，留日東京華僑婦女會是僑界歷史最悠久的團

體，理監事也在各僑團擔任要職，是僑界中的中流

【橫濱／採訪報導】橫濱台灣餐飲商工協會於3月2

日在四五六別館舉辦新年會，不少旅居關東地區的

僑領，友台人士等都專程出席，此次也延續了橫濱

台灣餐飲商工協會的傳統，舉辦盛大的抽獎活動，

幾乎是人人有獎抱回家，會長張志銘也特別感謝大

家的參與，橫濱辦事處處長張淑玲、駐日代表處僑

務組副組長宋惠芸也專程出席共襄盛舉。

　張志銘會長致詞時表示，很感謝也很高興大家

今天踴躍出席橫濱台灣餐飲商工協會第34次的新年

會，今天有很多出席的朋友都是認識超過30年的朋

友，今天的天氣很冷，希望藉由活動大家熱熱鬧鬧

聚在一起，吃飽、喝好和中大獎。

　橫濱辦事處處長張淑玲則表示，前一天舉辦的春

訪團活動相當成功，至今都還有點意猶未盡，也要

利用這個機會再次感謝籌辦春訪團的羅會長和洪執

【東京／綜合報導】華僑協會總會日本分會與國際

青年親善大使候選人國府那櫻聯合在3月10日在中

華民國留日東京華僑總會會館舉辦「2024台灣龍年

吉祥春聯體驗活動」，宣傳臺灣過年習俗文化以及

在日本罕見地寫春聯的活動，吸引居住關東地區僑

青、日本大學生及日本有人參加。留日東京華僑總

會會長蕭玉蘭、駐日代表處僑務組副組長宋惠芸應

邀出席與出席人員共同感受台灣過念氣氛。

　國際青年親善大使候選人國府那櫻帶領團隊提早

抵達活動現場，將從台灣帶來的春聯及貼在會場牆

上，再加上臺灣龍年吉祥圖樣，活動現場充滿臺灣

過年氣氛，參加日本友人覺得非常新奇。

　華僑協會總會日本分會會長林育良除介紹僑協歷

史，及該會致力推展在日青年聯誼活動的情形，並

表示這次很高興可以與國際青年親善大使候選人一

起舉辦宣傳臺灣活動。尤其這次親善大使帶領青年

團隊，讓僑界注入一股不一樣的活動，僑界非常年

輕一代多參與活動，未來也將全力支持親善大使辦

理宣傳臺灣的活動。

　蕭玉蘭會長致詞提到，臺灣過年寫春聯是重要活

動之一，這次可以在會館舉辦這個傳統活動，非常

有意義，看到這麼多青年朋友對臺灣文化有興趣，

深感欣慰，未來也會舉辦讓青年朋友感興趣的活

動，也希望年輕朋友能多支持。

　宋惠芸副組長致詞提到，僑委會很重視海外僑青

東京華僑婦女會慶國際婦女節
肯定婦女同胞在各界表現

橫濱台灣餐飲商工協會新年會
抽獎獎品豐富人人抱獎回家

華僑協會總會日本分會攜手國際青年親善大使
共同宣傳臺灣過年習俗文化

日總第 12 屆總會長改選
東郷清龍接棒盼帶動商會成長

東京中華學校畢業典禮

祝福畢業生開啟下階段人生

幫助能登半島地震重建
日總捐 1200 多萬日圓給石川縣

【東京／採訪報導】日本台灣商會聯合總會於3月24日舉

行第11屆第三次理監事會和總會長改選，由東鄉清龍當選

第12屆總會長，監事長則由藤田礼子當選，東鄉總會長判

能與大家團結一致，共同享樂，並帶動商會的成長。

　在日總第11屆第三次理監事會議後，隨即迎來了第12

屆的總會長、監事長改選，這次總會長和監事長分別由

東鄉清龍和藤田礼子同額競選，兩人都成功獲得過半數

的同意票，順利當選，當選完後也隨即舉行了第12屆第

一次的理監事會議，宣告第12屆團隊上路。

　在晚間的交接典禮暨懇親會更是貴賓雲集，駐日代表

處副代表周學佑、經濟組組長林春受、僑務組副組長宋

惠芸，以及亞洲台灣商會聯合總會總會長許玉林、馬來

西亞台灣商會聯合總會總會長林凱民等海外台商也都出

席，此外東京之星銀行會長黃清苑也出席見證。

　副代表周學佑表示，衷心感謝錢總會長過去一年的辛

勤，大家都看在眼裡感動在心裡，圓滿達成任務，特別

是這個月訪台拜會賴副總統等，相信團員收穫滿滿，也

恭喜東鄉總會長，多年來的交流經驗告訴我，他是溫和

敦厚，善良熱心公益的好會長，接下來會承擔更多託付

和期許，但相信他的能力一定能毫無懸念過關。

　亞總許玉林總會長首先稱讚日總越來越有亞總的規

模，今天不論是會長或是誰，都有一個雞婆性，都熱情

也是台灣的精神，讓大家在海外能凝聚在一起，也要跟

錢總會長說卸職不卸任，之後還是要繼續要輔佐，並為

青商找尋更強動力，整合更多資源，跟東鄉會長說不要

緊張，很多人都會給予幫助，只要一步一步來。

　錢妙玲總會長表示，商會帶我成長，幫助我事業，我

【東京／綜合報導】東京中華學校於3月19日舉辦高

中部第65屆、中學部第67屆及小學部第77屆畢業典

禮，駐日副代表周學佑、東京中華學校理事長張建

民、副理事長張碧華、家長會會長林芳美、日本台

灣商會聯合總會總會長錢妙玲、東京臺灣商工會指

導會長藤田禮子、寧波旅日同鄉會理事長傅建興、

東京華僑商工聯合會代表理事王正徹等僑領及該校

畢業生家長與會觀禮。

　東京中華學校校長王東生致詞表示，學校是社會

的小縮影，學習跟人生一樣，充滿酸甜苦辣，期盼

各位學子在學校習得的知識與經驗，轉化成未來人

生發展的能量，今後在沒有保護傘下，開拓屬於自

己的人生，希望學子挫折中不要忘記本心，在得意

時也要保持謙卑的心，提早規劃人生，努力奮鬥。

　駐日副代表周學佑致詞表示，就讀中華學校本身

就是很幸福的事情，東京中華學校歷史悠久，聲譽

卓著，培育許多優秀的人才；東中華學校學生更受

人稱讚，行為端正，孝順父母，尊敬師長，畢業後

【東京／採訪報導】日本臺灣商會聯合總會為了幫助令

和六年能登半島地震的災後復興，發起了募款活動，獲

得了理監事們的響應，一共募款到12,471,460日圓，並

於3月22日由錢妙玲總會長帶領理監事前往石川縣東京

事務所捐贈，由所長中谷安孝代表接受，駐日副代表蔡

明耀也出席見證，中谷所長也特別感謝日總的愛心。

　蔡明耀副代表表示，對於這次的令和六年能登半島地

震發生，要表達最深切的哀悼，這次是由旅居在日本的

台商所組成的日本台灣商會聯合總會捐贈，希望能為災

砥柱，婦女之光，希望各位繼續支持留日東京華僑

婦女會，也感謝執行部和理監事們的努力，讓活動

順利舉行。

　周學佑副代表致詞時表示，祝所有婦女同胞佳節

快樂，也感謝東京華僑婦女會舉辦這次的慶祝活

動，婦女會在歷任會長帶領下，熱心公益、團結僑

社，也為台日民間交流作出貢獻，台灣在亞洲有三

個紀錄，是第一個婚姻平權、性平指數第一、女性

國會議員第一的國家，顯示台灣是尊重婦女地位，

並創造能讓婦女同胞自信、自由、友善的社會。

　隨後也由林裕玲、林月理、洪益芬三位女性僑務

委員上台致詞，並在莊海樹博士的帶領下進行乾杯

儀式，在慶祝餐會中，僑胞們也利用難得的機會交

流，此外留日東京華僑婦女會也舉辦抽獎活動，幾

乎是人人都有獎，讓現場的氣氛變得更加熱鬧滾

滾，也成功完成慶祝婦女節的活動。

行委員長，今年還會有很多新活動，像是在橫濱舉

行的三年展就有台灣藝術家參加等，也很感謝大家

平時對今天駐處的支持。

　這次的新年會除了佳餚外，也照往年管理舉辦抽獎

活動，獎項也如以往豐盛，讓大家都能抱著獎項回

家，同時也有透過擲骰子來爭奪華航和長榮提供的台

北東京來往機票，過程的刺激程度讓大家都非常踴躍

參與想拿到機票，也讓新年會的氣氛變得熱鬧滾滾。

世代，舉辦國際青年親善大使活動亦是希望年輕人

能更瞭解自己的國家並向世界發聲宣傳臺灣，這次

第一屆國際親善大使王林采予特別出席，有交接傳

承的意義，期盼在場有志年輕人可以努力爭取下屆

資格，大家共同努力把臺灣的故事傳播出去。

　隨後在第一屆親善大使王林采予介紹113年候選人

國府那櫻後，由國府那櫻帶領的團隊6個人，輪流

介紹他們印象中的臺灣，像大家族一起吃年夜飯團

圓照片讓日本核心家庭成長的年經人感到好奇，另

外，臺灣的早餐、夜市也讓他們躍躍欲試，想到臺

灣體驗異國生活，透過介紹發現彼此相同處和相異

處，這些發現都很新鮮，更可能是在大家心中播下

想進一步認識臺灣的種子。

　來到重頭戱寫春聯時間，日本書法講師高岡幸世

先講解臺日漢字不同的意思，再提到如何下筆、如

何安排紙面上位置比重，讓每個字看起來舒服好

看，叮嚀最重要的事情就是用心寫字就能寫出自己

的風格。之後，參加人員興緻勃勃拿起毛筆揮毫，

日本朋友更表示，第一次在紅色紙寫見毛筆字，可

以感受到臺灣春聯喜氣，大家一邊書寫一邊分享自

己的想法及意見，場面和樂融融。

　最後，國府那櫻介紹僑生返臺升學及外籍生至臺

灣留學的相關訊息，並一起操作手機尋找代表處教

育組奬學金資料，期許臺日年輕學子皆可到臺灣留

學。活動在參加人員拿著自己作品合影後結束。
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產，現在日本政府也願意再支持第二廠、甚至第三

廠，所以，可以想見的未來，在全球智慧化時代來臨

的機會當中，台日合作一定是更密切，這不僅可以創

造台日雙贏，也可以對世界經濟繁榮做出貢獻。

　他認為，台日都是民主國家，享有民主自由人權的

共同價值，也都在第一島鏈上面，休戚與共、脣亡齒

寒，有民主共同體的精神。賴副總統也說，與會者很

多都是老朋友，他長期受大家支持，非常感激；他提

到，520總統就職時，請大家撥空回國參加就職典禮。

　總會長錢妙玲致詞時首先代表日本台灣商會連合

總會全體理監事恭喜賴副總統當選中華民國第16任總

統，也是中華民國首位具有醫師專業的總統、首位以

副總統身分競選成功的總統。

　錢妙玲說：「我們身在海外的台商，時時刻刻心繫

台灣，但畢竟因為身在海外，對台灣的資訊掌握上會

比較少，因此才有這次的訪團，希望透過實際拜訪台

灣各單位，了解台灣目前發展的現狀及未來的施政方

針，當我們海外台商充分了解後，也能在僑居地協助

政府推動，一同形成海外的台灣隊為台灣爭光。」

　錢妙玲還說，今天是特別的日子，大家都知道13年

台商做交流，只是過去與日總鮮少有交流機會，大家

對這個部門比較不熟悉，所以這次特別安排前來拜

會，請投資促進司幫我們做介紹，相信有很多機會都

會給我們台商的，希望大家好好把握，特別是台灣有

很多政策都對我們非常有利，台商也是人才濟濟，以

後會與投資促進司有更多的合作，希望有機會以後有

更多的交流。

　張銘斌司長也特別介紹目前經濟部內的組織概要，

以及近年來台灣產業發展與轉變等，同時也說明投資

促進司的英文「inves taiwan」就是想讓大家知道投資台

灣就要找他們，此外也安排了多位其他業務的科長等

出席，為台商說明，不少訪團成員都把握機會發言，

或是給予建議，不論是進出口或是與日本的交涉等，

　蘇嘉全會長也說，熊本台積電的工廠在上個月正式

完工之後，我相信台灣在日本的重要性更往上提升，

熊本二廠也積極的在推動，在兩年應該可以完工，不

只是台積電，在日本的投資，甚至於日本企業在台灣

的投資也比更多，可見在未來台灣日本的關係絕對會

因為各位的努力、雙方政府的努力，而變得更緊密的

結合在一起，也希望大家可以多協助政府，招攬更多

日本觀光客到台灣旅遊。

　錢妙玲總會長表示，蘇嘉全會長接任以來，台日關

係比起以前變得更加密切，日總的責任就是幫政府做

交流，所以在去年8月在熊本舉辦台日經濟交流會，

從那次後有許多日本的商會都想到台灣交流，從去年

到現在應該有10團以上到台灣拜會，很多台商也都慢

慢入進熊本，建立台灣村、設立中華學校等，讓台灣

人的衣食住行等不用擔心，特別是中華學校也獲得縣

廳支持，希望能讓小孩子的教育可以銜接。

前的今天日本發生311大地震，今年已經13週年了，

賴副總統2011年在擔任台南市長時也特別關懷311

震災區民眾，今年元旦日本發生能登地震後，蔡總

統、賴副總統都在第一時間發文關懷，讓許多日本

民眾心懷感恩。2021年3月起，中國以檢疫為由暫緩

台灣鳳梨進口後，日本在第一時間力挺台灣。2021

年在台灣疫情險峻時，日本政府也第一時間提供疫

苗給台灣。

　錢妙玲表示，台日兩國互相扶持的事蹟不勝枚

舉，台日關係是世界上友好關係的最佳典範。鑑於

中國去年8月以福島第一核電廠將核處理水排放海洋

為由，全面禁止進口日本水產品，這次「日總」特

別準備了北海道產的干貝乾作為禮物送給副總統，

同時也是展現日總支持日本水產的決心。

　她還說，對於這次的石川縣能登地震，日總也秉

持人飢己飢；人溺己溺的精神支援，募集逾1000萬

日圓善款捐贈給石川縣，希望能讓災民感受到來自

台灣的溫暖。日總今後在盡力協助政府拓展外交及

經貿交流之餘，也會作為促進台日友好的橋樑，促

使台日關係更加密切發展。

　錢妙玲總會長也說，很感謝台灣日本關係協會

和外交部人員在第一線為我們服務，讓我們除了

在經商之餘，也可以跟很多日本議員等做交流，

特別是我們日總成員有很多人都與當地政府或議

員保持密切的合作交流，今後日總也會繼續協助

政府做好國民外交，也很感謝這次蘇嘉全會長設

宴招待大家。

拜會紀念合影

餐敘紀念合影

蘇會長和台商們合影留念

拜會一景（照片提供：中央社） 副總統賴清德（前右）與日總會長錢妙玲（前左2）握手致意（照片提供：中央社）

拜會總統府（照片提供：總統府）

蘇嘉全會長（左）與錢妙玲總會長（右）交換禮物

蘇嘉全會長致詞

張銘斌司長致詞

謝豐享理事長致詞

理事長蔡明忠致詞

日總訪團拜會僑委會紀念合影 徐佳青委員長致詞

日總與台南總工業會交流紀念合影日總與中部對日聯盟交流會紀念合影

日總訪團與資策會交流紀念合影 陳龍副院長致詞

【台北／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致

敬團3月11日最後一站來到僑務委員會拜訪，僑務

委員長徐佳青特別出席與成員們座談，並且回答

成員們對於僑務相關的問題等，晚間也特別設宴款

待日總訪團，並盼未來台商能與日本組成台日合作

隊，創造全新的合作模式。

　徐佳青委員長表示，從這次的拜會來看，日總大

家都很有心，希望能夠讓台日之間的連結更加緊

密，各位長期以來在日本商界都非常積極地耕耘、

布局，未來也會有更多的機會可以在日本做更好的

商業經營，今天早上賴副總統也特別勉勵，大家在

日本的經商跟工作有成之餘，也能夠對日本有為的

政治人物給予更多的支持，不分什麼黨派，我們都

對於支持台灣的日本政治人物，都保持著非常友善

的態度，台灣有事就是日本有事已經也成為台日共

同的信念，這是一個事實，因為台灣海峽一旦遭受

到任何的干擾，都會影響全球GDP50%，首當其衝

的就是日本跟韓國，所以真的台灣有事就是日本有

事，就是韓國有事，也是全世界都有事，這也是近

年來國際社會會對於台灣海峽的兩岸局勢有高度關

注。

　徐佳青委員長肯定日總和六個地區會的持續發

展，她也提到，很樂見培養年輕一輩的新血加入青

商會，一年一年更加的壯大，特別是今年熊本的台

【台中、台南／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返

國致敬團於3月13日分別與中部對日聯盟交流和台南總

工業會交流，雙方除了感謝日總協助促進台日企業交

流，也希望一同合作，促進台日之間的交流。

　台灣知日會理事長謝豐享致詞時表示，台中有很多

與日本交流的組織，大家平常都有密切聯繫，主要目

的是推動日本跟台灣交流，包括經濟、旅遊、文化

等，在台中也有很多對日本有好感、興趣的台灣人，

台灣跟日本的友好關係相信大家都很清楚，也要感謝

台商朋友的推動和協助。

　台南市總工業會理事長蔡明忠表示，會與日本台灣

商會聯合總會結緣，是因為之前到靜岡縣藤枝市拜訪

時，透過橫濱辦事處處長張淑玲介紹認識，就相約

在台灣交流，我們也非常感謝日總協助台灣和日本企

業交流，以及實質的合作，之前造訪石川縣加賀市等

【台北／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致敬

團於3月12日與資策會數位轉型研究院副院長陳龍等人

一起餐敘，希望藉由交換意見、相互認識，讓日總能

來協助解決台灣廠商到日本發展面臨的問題，同時也

盼資策會能與日總多多交流，未來也能一同合作。

　陳龍副院長表示，很感謝在過去經濟部長王美花訪

日，以及多次資策會訪日都受到台商朋友照顧，去年

鄭文燦副院長訪日，睽違29年政府高官到日本訪問，

除了很榮幸是我們單位協助，當時鄭副院長也與台商

會有密切交流，而這次的餐廳安排在大稻埕，是因為

剛好台北市的西區門戶計畫，想藉此讓大家看看新舊

的融合，也歡迎大家到台灣。

　錢妙玲總會長表示，與資策會在台灣祭多次碰面，

日總訪團拜會僑委會
徐佳青委員長盼台商與日共組台日合作隊

日總訪團與中部對日聯盟交流與台南總工業會
盼攜手促進台日交流

日總訪團與資策會餐敘
盼深化交流增加合作機會

日總返國致敬團晉見副總統賴清德
獲勉勵台日合作共創雙贏

日總返國致敬團拜會經濟部投資促進司
共盼深化台日經貿交流

日總訪團拜會台日關係協會
蘇嘉全會長盼台商協助促進台日關係深化

【台北／採訪報導】日本台灣商會聯合總會於3月11日

起至3月13日止，組成返國致敬團，回到台灣拜會中央

部會與地方政府等，首站來到總統府晉見副總統賴清

德，賴副總統肯定日總成員在日本奮鬥，還能不忘關

心自己國家，也期盼與大家一同深化台日關係，促進

經貿合作和穩定區域和平，錢總會長也說日總會繼續

協助政府推動政策，一同形成海外的台灣隊為台灣爭

光。

　賴副總統在總統府接見「日本台灣商會聯合總會回

國訪問團」，他感謝大家長期以來，對台灣有錢出

錢、有力出力，數十年來，大家在日本奮鬥打拚，占

有一席之地，不忘關心自己國家，令人非常感動。

　賴副總統表示，台日關係非常深厚，這也是大家共

同努力的結果；他透露，剛才才跟日華懇會長古屋圭

司見面，言談之中，大家都認同幾個事情，第一、日

本與台灣是患難見真情，台灣有困難時，日本幫助台

灣，日本遭逢困難時，台灣也幫助日本，大家關係非

常深厚。

　賴副總統說，第二、台日經濟合作發展非常密切，

特別是最近台積電到熊本投資，第一廠已經開始生

【台北／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致敬

團3月11日前往經濟部拜會投資促進司，司長張銘斌親

自接待訪團一行，在拜會的過程中，投資促進司除了

說明台灣目前的發展狀況等，也為台商們解答許多疑

惑，讓台商朋友們都直呼拜會非常值得，雙方也盼未

來能一起促進台日經貿交流。

　張銘斌司長表示，投資促進司過去在館前路，去年

七月搬到現在的地址，透過這次拜會能讓大家知道接

待台商夥伴的地方，讓大家回國後可以來這裡交流，

未來不僅是與大企業交流，各地台商也在台日經貿交

流中，扮演重要的角色，投資促進司會做為服務台商

的平台來協助大家。

　錢妙玲總會長致詞時表示，投資促進司一直都有與

【台北／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致敬

團3月11日的第二站行程前往台灣日本關係協會，蘇

嘉全會長特別安排在萬豪酒店舉辦餐敘招待日總訪

團，餐敘中蘇會長也肯定台灣對日本的重要性越來越

高，也希望日總成員能繼續協助政府，讓台日關係變

得更加緊密。

　蘇嘉全會長表示，雖然因為資訊非常發達，大家在

日本也能了解台灣的事，但總是想親自回來看一下，

台灣就事是各位的娘家，就是要回娘家省親，在大選

之後，台灣政治情勢的確有一些微妙改變，但是不管

怎麼改變，台灣的主體性永遠都不會變，現在全世界

對台灣的民主化、自由化都非常肯定，這次總統大選

之後，各國都來祝賀台灣，可以看得到整個世界的情

勢，就像前兩天拜登的國情咨文提到台灣，這個是過

去看不到的，全世界對台海的安全的關心，都可以顯

示台灣在全世界的實力絕對是值得。

積電工廠開始動工，日本迎來結束失落的三十年，

我相信從今年開始，一定會有新的發展，期許大家

繼續做台灣最重要的一線外交官，在民間推動各項

公眾外交，讓台日民間友誼更加深厚。

　徐佳青委員長也說，今天也是日本311地震13周

年，我知道日本歷經311他們在復興的過程當中，

展現出非常積極且很有韌性，各位就是最重要的見

證者，我們也期許未來台日可以發展更好的合作跟

互動的關係，我們也勢必會組成台日的合作隊，這

是彼此對彼此都有好的未來的一種合作模式，不管

是在台積電或相關產業鏈都是一樣。

　錢妙玲總會長則表示，這次的返國致敬團行程是

真的很緊湊且蠻困難安排，要感謝僑委會的協助，

讓這次天的行程都可以順利安排成功，同時也要感

謝徐佳青委員長和她的團隊，除了這次活動外，一

直以來也支持日總和協助培育青商，讓青商會從原

本的50幾人增加到100多位。要感謝僑委會給我們

那麼大的空間去發揮，也希望接下來每屆日總能繼

續促進台日經貿交流，讓台日關係更加密切，也請

僑委會繼續多多照顧日總。

　座談會結束後，也安排日總訪團到鄰近的餐廳用

餐，由僑委會主任秘書張良民接待大家，餐會中日

總訪團成員與僑委會的互動良好，討論相當熱烈，

也為訪團的第一晚畫下完美句點。

地，都獲得熱烈的接待，也能感受到台日經貿交流非

常密切，最後今天非常感謝錢妙玲總會長帶領大家來

訪，能跟大家一起交流倍感親切。

　錢妙玲總會長表示，這次很高興來跟大家交流，希

望能大家一起在台日之間有密切的配合，下次如果有

什麼機會，來到日本也要來拜訪我們，這次六個地

區會的成員都有出席，此外我們目前都與熊本、鹿兒

島有交流，如果未來我們能有幫忙的地方，請盡量提

出，我們台商都很有實力，也很了解日本。

　錢總會長在與台南總工業會交流時也表示，台南一

直以來投入許多心力在日本宣傳，效果也非常好，像

是芒果已經成為家喻戶曉，台南還有很多物產等都

可以送到日本去，這次日總交接也將贈送關廟產綠竹

筍，讓理監事們享受台南的好味道。最後也歡迎台南

總工業會到日本交流，日總會全力協助。

也很感謝資策會台日中心規劃師張明東，他很認真在

做台日之間交流，對於台灣廠商來日本發展我們都

發覺共同問題，所以就一拍即合，也覺得說日總能幫

他們解決問題的話，日總就會是很好的媒合平台，希

望藉由今天讓大家多認識一下，日總每個地區會都很

熱心，如果只要台灣到當地發展都會給予協助，特別

是對新創產業也都很支持，也希望有機會多與日總交

流，讓大家一同合作。

　這次資策會也安排在地方創生的「鯉魚The Carp」，

讓大家品嘗美味的烏魚子料理，同時也能感受老屋翻

新，新舊文化結合的感覺，此外日總訪團成員們也用

難得的機會與資策會交流，雖然交談時間有限，但大

家也都積極交流，尋找未來一同合作的機會。

讓現場討論的氣氛變得相當熱絡，活動結束後也有

許多人稱讚這次安排拜會投資促進司相當有意義，

能更加了解台灣的狀況及解答心中的疑惑等。
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雖然說會受到環境因素影響，但我們希望大力招商，對

台北市有更多投資，同時也推展觀光，希望借助台商朋

友來協助行銷台北市，甚至結合新北桃基四縣市，安排

多元的旅遊行程，對於與日本之間關係的拓展，很希望

台商朋友們能給意見，目前團隊也在規劃到日本訪問，

預計會拜訪東京、福岡等。

　錢妙玲總會長表示，首先要先感謝蔣市長在去年青商

會回來的時候，特別接見與年輕人交流，日總是由日本

六個地區會組成，今天每個地方代表都有來，在聆聽市

政報告時，聽到台北市與關係舉辦多場交流，今天出席

的關西成員都可以給予很多協助，可以成為市府的後

盾，歡迎市府與他們合作。

　錢總會長也表示，日總中小企業居多，未來也有可能

到台灣發展，同時也有很多日本朋友想到台灣，今天聽

定，如果今天日總成員想到台灣投資設廠等，或跟

日本合作，我們也很願意配合，台灣跟日本本來就

很近，大家感情也非常很好，從日本回來後，如果

有需要考察業務，市政府也全力配合。

　錢妙玲總會長表示，很高興日總這次可以來拜訪

桃園市，也很感謝張市長在百忙之中抽空來見我

們，日總是聯合全日本的台商，這次的訪團都有六

個地區會的成員參加，如果未來有需要合作的部

分，也歡迎桃園市政府與大家合作，希望從這屆開

始以後，可以每年都組團來交流，讓大家更加了解

台灣現在發展什麼，面對面交流溝通。

　致詞結束後，張善政市長也開放問答，讓日總訪

團成員提問或提供意見，不少人都紛紛給予觀光方

面的建議，也有人詢問投資相關的事宜，桃園市府

也都將建議記下，並協助訪團成員解惑等，讓交流

氣氛相當熱絡。

　錢妙玲總會長表示，很謝謝侯市長在去年青商會照

訪時的照顧，這次再度來訪是希望透過日總各地區會

的力量，來與新北市政府，一同商討有沒有合作的可

能性，大家一起來努力，我們各地區商會會長也會積

極協助交流和推廣，也希望藉這次機會能與新北有更

親密並深化的交流。

　前駐日代表馮寄台表示，看到很多老朋友，就能想

到在日本的那段時光，上次很榮幸能與市長一起到日

本訪問，承蒙大家的照顧讓行程很順利，雖然回到台

灣後跟日本互動少，但中國信託的子公司東京之星銀

行也在熊本設立分行，努力推動案子，也如市長所說

日本與台灣關係很好，也相信台日之間的關係還需要

大家的協助。

　之後則由新北市的經濟發展局、農業局、觀光旅遊

局、青年局來為日總訪團詳細介紹新北市各個產業領

域的發展現況等，同時也開放日總訪團成員提問，

讓大家可以更加深入了解，並將成果帶回日本分享出

去，或是做為日後到新北市發展或投資的參考用。

完簡報後，我發現真的很值得，可以將這些資

訊帶回去分享，對商會來講也是很好的開始，

也希望日總以後可以跟台北保持友好交流關

係，也希望台北市可以提供更多資訊給日總，

讓大家知道台北市目前的現況和進行的交流。

　這次的日總訪團拜會，台北市也特別安排了

產業發展局、文化局、觀光傳播局前來為日總

做簡報，說明台北市目前的發展現況，以及與

日本進行的交流等，台北市各局處精心準備的

資料，讓大家都覺得很實用，在活動的尾聲，

蔣萬安市長也展現親民一面，與日總訪團逐一

合影，讓訪團成員留下深刻印象。

日總拜訪桃園市政府紀念合影 張善政市長致詞

日總訪團與新北市紀念合影

日總訪團拜會台北市政府紀念合影

侯友宜市長致詞

前駐日代表馮寄台致詞

黃偉哲市長致詞

蔡筱薇議員致詞 交流會一景

陳其邁市長致詞

高雄市也與日總訪團餐敘交流

日總訪團拜會台中市紀念合影

盧秀燕市長致詞

錢妙玲總會長致詞

日總訪團拜會台北市

蔣萬安市長致詞

錢妙玲總會長致詞

日總訪團與高雄市交流紀念合影

日總拜會台南市紀念合影

【台中／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致敬

團於3月13日拜會台中市政府，市長盧秀燕也親自到

場與日總訪團成員交流，除了感謝日總長年來對協助

台日交流，盧市長也歡迎日總繼續與台中市創造更多

交流與合作機會。

　盧秀燕市長表示，在日本奮鬥的商界好朋友們給予

市府許多協助，無論出訪日本及與各城市、日本政

府間的聯繫，除保持良好關係，也一同行銷台中農

產品等經濟作物及各種製品，包含台中碰柑、文心蘭

外銷日本的銷量均不錯，希望茂谷柑未來也能夠外銷

日本；另外，民眾到日本旅遊有時難免發生意外或插

曲，也感謝僑界朋友的照顧。

　盧市長指出，近年外商對於台中發展前景看好、陸

續插旗，日商三井集團繼投資台中港Outlet Park一、

二期後，又加碼投資東區Lalaport購物中心；唐吉訶

德也看好台中商業環境，在台中老虎城開幕；台中還

有台中工業區、中部科學園區等，很多日本廠商來設

【高雄／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國

致敬團3月13日最後一站來到高雄市政府拜會，

市長陳其邁也帶領多位局處首長一同出席與日總

訪團交流，陳其邁市長也特別感謝台商朋友促進

台日關係的友好，交流結束後也特別設宴與日總

訪團餐敘，以便雙方更進一步交流。

　陳其邁市長在致詞時分享了許多與日本各界交

流的經驗和看法，以及高雄與日本的緣分、日本

遺留的歷史建築等，還有近年來多位日本政要

造訪高雄、高雄市與日本姐妹市的交流等，讓日

【台南／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致

敬團於3月13日拜訪台南市政府，市長黃偉哲、市

議員蔡筱薇等，以及多位局處首長都一同出席，黃

偉哲市長也盼藉由跟日總交流機會，促進各層面交

流，也希望日總能給予寶貴意見。

　黃偉哲市長表示，非常感謝日本台灣商會聯合總

會錢妙玲總會長等人的到訪，歡迎大家回到台灣，

有進一步的交流，台商會是台灣朋友在日本最好的

團體之一，我希望藉著這個機會，促進商業、文化

等各層面的交流，也希望各位提供寶貴的意見。

　錢妙玲總會長在致詞時恭喜台南市建城400年，她

也表示，跟台南一直以來在食品展等有進行交流，

只是正式拜會是第一次，這次也把各地區的理監事

來跟大家一起交流，增加以後經貿合作的可能性，

也希望以後可以跟台南市保持密切交流，最後也非

常感謝黃市長撥空來參加這次的交流會。

　蔡筱薇議員則表示，我們跟日本超商連鎖推廣台

南在地農漁產品，但也感謝日總提醒，很多產品到

日本，日本民眾不知道怎麼食用，像是釋迦，所以

我們再推廣時，也要教大家怎麼食用，特別是台灣
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【台北／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致敬

團3月12日第二天的行程首站來到台北市，台北市長

蔣萬安也特別撥空接待日總訪團一行，蔣市長也盼未

來台北市能藉助日總的力量，大力招商來投資台北

市，並協助台北市行銷，吸引更多日本朋友來訪。

　蔣萬安市長表示，我要表達非常感謝，台商朋友在

日本深根多年，未來台北市政府絕對需要對借重大家

的經驗和力量，來協助台北市，不管是在文化、產

業、體育各方面來與日本更密切的交流，台北市與日

本的關係越加緊密，包括去年接待非常多日本訪團，

除了已有姊妹市等關係，像前首相麻生太郎、東京都

知事小池百合子都來訪，與小池都知事對於智慧城市

和觀光等方面交流。

　蔣市長也說，去年日本來台北市觀光人數僅92萬，

【桃園／採訪報導】日本台灣商會聯合總會返國致

敬團第二天最後一站來到桃園市政府拜會，市長張

善政也親自出席接待大家，除了聆聽訪團成員給予

的建議外，張市長也歡迎日總成員未來可以到桃園

考察，進而投資桃園，市府也會全力配合，未來繼

續深化交流開啟新的道路。

　市長張善政在致詞時提到，這幾年來經濟部推的

投資台灣計畫中，累積的金額桃園是全台灣第一，

代表桃園市大家的首選，桃園除了機場外，若大家

想設工業區的話，比起新北和新竹，桃園比較適

合，不僅靠山也靠海，地勢平穩，另外在航空城第

一期已經標出去，第二期也在加速啟動中，人才方

面也相當充足，交通來往也方便，且持續改善中，

這些種種因素都讓人口逐漸增加。

　張市長也說，從將來10年、20年以後，桃園會變

得不一樣，能夠把公司搬到桃園，會是非常好決

【台北／採訪報導】本台灣商會聯合總會返國致敬團

於3月11日拜訪新北市政府，市長侯友宜與前駐日代表

馮寄台一同接待日總訪團，侯友宜市長除了感謝過去

訪日時，台商朋友們的照顧，也歡迎台商朋友到新北

市投資。

　侯友宜市長致詞時，先為日總訪團介紹新北市的地

理位置得天獨厚，以及說明了新北市政府目前發展的

現狀，成長速度會成為北台灣最快的大都會，在觀光

方面也有許多特點，帶動許多產業的發展，以及許多

新北市目前的建設、投資、智慧製造等，讓訪團能更

快了解新北市。

　侯友宜市長也說，也要謝謝日總，在錢妙玲總會長帶

領下，提供許多幫助，上次前往日本訪問時，也獲得熱

誠招待，讓他倍感溫馨，未來如果只要有機會，歡迎來

到新北市，大家的感情不會變，更重要的是跟日本的關

係，會持續深化下去，特別是現在台積電熊本工廠開始

動工，相信台日關係會越來越好，最後也歡迎大家到新

北市投資，或是有時間也要到新北市走走看看。

廠，對招商引資、民眾就業有很大的幫助，感謝台商

在其中積極穿針引線。盧市長現場也分享喜訊，台中

自縣市合併以來人口創新高，即將破285萬人，最近

也將有慶祝活動，歡迎這段時間還在台中的好朋友們

參加。

　錢妙玲總會長表示，我們日總以來一直都在台日交

流上盡心盡力，每個理事都有各自的專業，特別是在

像是食品展等都會來與日總交流，但因與台中交流較

少，因此想以此次為契機將交流延續下去，台中市也

在盧市長帶領下越來越不一樣，很感謝盧市長為台中

打拼，讓日本也更加認識台中，也請台中市府提供投

資或設公司的資訊，讓日總來介紹給更多日本朋友。

　台中市副秘書長林育鴻、農業局副局長蔡勇勝、經

發局專門委員林敏棋等人均出席交流，雙方針對經

貿、農業等議題進行交流，雖然交流時間有限，但透

過這次日總拜會，讓雙方有更進一步的認識，也為未

來繼續深化交流開啟新的道路。

總訪團聽了都紛紛覺得認識到很多，陳其邁市長也

說，台灣和日本的關係良好，要感謝台商朋友的幫

忙，尤其是日總歷代總會長和幹部、成員的努力，

也代表市府歡迎大家造訪。

　錢妙玲總會長表示，我在高雄有分公司，很常到

高雄出差，每次造訪高雄時都能發現每一年每一年

在改變，特別是產業發展或是科技園區、5G創新園

區，都讓我感覺到高雄迅速成長，同時在陳市長帶

領下，高雄市和日本的關係也越來越好，日總的理

監事都是從商為主，希望以次交流為契機建立穩定

是水果王國，去年有幸參加台日高峰論壇，而今年

論壇辦在台南，也見證台日友好，也要謝謝大家不

論是疫情期間，或是台灣有難時，日本都會跟我們

站在一起，也歡迎大家來台南，雖然台灣的首都在

台北，但是台灣美食文化都在台南。

　在交流會中，台南市也詳細說明目前的產業發

展、投資環境等，以及台南引以為傲的美食、文

化，讓日總訪團成員更加了解台南市，黃偉哲市長

也親自回答訪團成員們的提問和詳細說明等，同時

黃偉哲市長也不斷展現幽默，讓現場也歡笑聲不

斷，交流相當熱絡，直到交流會結束前，日總訪團

成員們仍在發表建議。

的聯繫，讓大家更加了解高雄的現況和日總可以提

供的幫助，一同促進高雄和日本的經貿交流。

　在交流會後，高雄市政府也特別舉辦宴會與日總

更進一步交流，雖然陳其邁市長因其他公務無法出

席，但多位局處首長都到場與日總訪團交流，現場

氣氛非常熱絡，不少在高雄出生的團員都紛紛表示

要全力支持高雄，促進高雄和日本的各領域的交流

及友好關係。
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